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西
ド
イ
　
ツ

の
裁
判
官
研
究
てひ

つ
い
て

1
西
ド
イ
ツ
法
社
会
学
の
現
状
に
関
す
る
一
つ
の
メ
モ
i

宮

沢

浩

扁二三四五

は
じ
め
に

西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
法
社
会
学
研
究
の
現
況

裁
判
官
の
法
社
会
学
的
研
究
の
推
移

西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
の
現
状

む
す
び

は

じ
　
め

に

　
一
九
七
三
年
秋
に
、
ド
イ
ッ
を
訪
問
し
た
折
、
ザ
ー
ル
大
学
の
ゲ
ル
ハ
ル
ト
ル
ユ
ケ
教
授
か
ら
、
同
氏
が
編
集
を
し
て
い
る
雑
誌
冒
ユ
＆
零
ぼ

ω
3
三
茸
閃
の
一
〇
月
号
を
贈
ら
れ
た
。
閑
に
ま
か
せ
て
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
以
前
か
ら
知
り
合
つ
て
い
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
の
ウ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ン
フ
リ
ー
ト
・
ハ
ッ
セ
マ
ー
の
紹
介
論
文
「
法
社
会
学
」
に
大
い
に
啓
発
さ
れ
た
。
西
ド
イ
ッ
の
法
社
会
学
の
要
領
の
い
い
鳥
鰍
的
な
解
説
を
通

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
二
九
七
）



　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
二
九
八
）

じ
て
そ
こ
に
注
記
さ
れ
て
い
る
多
数
の
文
献
を
知
り
、
そ
の
多
く
を
注
文
し
た
り
、
買
い
集
め
た
り
し
て
帰
国
し
た
。
入
手
し
た
文
献
を
読
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

メ
モ
を
造
り
、
さ
ら
に
多
く
の
文
献
を
集
め
た
り
し
な
が
ら
、
さ
し
当
つ
て
、
「
警
察
の
法
社
会
学
的
研
究
」
の
概
況
を
ま
と
め
、
慶
鷹
義
塾
大

学
法
学
研
究
会
と
東
京
在
住
の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
で
造
つ
て
い
る
「
刑
事
政
策
研
究
会
」
の
席
上
、
簡
単
な
報
告
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の

後
、
続
々
と
現
わ
れ
る
文
献
の
応
接
に
追
わ
れ
、
い
ま
だ
、
公
刊
す
る
ま
で
に
至
つ
て
い
な
い
。

　
第
二
番
目
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
「
裁
判
官
の
法
社
会
学
的
研
究
」
に
つ
き
、
文
献
の
蒐
集
に
着
手
し
、
後
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
三
〇
点
ほ
ど

の
著
書
・
論
文
を
集
め
た
。
こ
れ
で
、
大
体
、
最
近
ま
で
に
公
刊
さ
れ
た
も
の
は
、
殆
ん
ど
蒐
集
し
え
た
の
で
、
一
応
の
見
通
し
を
つ
け
、
今
後
の

分
析
の
た
め
の
整
理
の
意
味
で
、
中
間
報
告
を
し
よ
う
と
い
う
気
に
な
つ
た
。
も
つ
ば
ら
、
私
自
身
の
た
め
の
メ
モ
程
度
の
も
の
で
は
あ
る
が
、

法
社
会
学
に
関
心
を
持
つ
て
居
ら
れ
る
同
学
の
士
の
研
究
の
手
引
き
と
も
な
り
え
よ
う
と
考
え
て
、
敢
え
て
公
刊
す
る
。

　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
、
殊
に
、
そ
の
法
意
識
と
そ
れ
を
根
元
に
お
い
て
支
え
て
い
る
階
層
意
識
に
対
し
て
関
心
を
持
つ
た
の
は
、
実
は
、
ワ
イ

セ
ツ
文
書
の
判
例
を
分
析
し
た
頃
に
遡
る
。
一
九
六
〇
年
以
降
、
西
ド
イ
ッ
で
は
、
次
第
に
、
刑
法
一
八
四
条
の
適
用
に
就
い
て
、
慎
重
な
判
例

が
出
始
め
、
遂
に
、
一
九
六
七
年
の
「
フ
ァ
ニ
ー
ヒ
ル
事
件
」
で
、
芸
術
と
刑
法
と
の
衝
突
の
場
合
に
、
芸
術
の
自
由
に
軍
配
を
あ
げ
る
に
至
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

た
。
こ
の
詳
し
い
判
例
の
動
向
の
分
析
は
、
別
稿
に
紹
介
し
た
が
、
こ
の
研
究
に
際
し
て
、
下
級
審
で
、
次
々
と
無
罪
判
決
が
生
ま
れ
た
状
況
に

目
を
見
張
る
と
同
時
に
、
一
体
、
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
所
や
裁
判
官
の
活
動
が
、
日
本
と
ど
う
違
う
の
か
と
い
う
こ
と
に
多
大
の
関
心
を
持
つ
た
。

と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
で
は
1
私
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
ー
、
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
所
や
裁
判
官
の
現
況
に
対
し
て
、
殆
ん
ど
信
頼
す
る
に
足
る
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

態
の
解
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
従
来
の
西
ド
イ
ッ
の
研
究
状
況
を
伝
え
る
文
献
の
多
く
は
、
判
例
の
紹
介
と
か
、
1
大
多
数
は
、
教
科
書
の

必
要
部
分
の
丸
写
し
程
度
の
ー
学
説
の
紹
介
で
し
か
な
い
。
そ
こ
で
、
自
分
自
身
の
力
で
、
こ
の
判
例
の
背
後
に
あ
る
刑
事
裁
判
の
シ
ス
テ
ム
、

そ
れ
を
現
実
に
動
か
し
て
い
る
「
裁
判
官
階
層
」
の
特
性
を
検
討
し
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
を
持
つ
に
至
つ
た
。

　
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
、
司
法
過
程
に
対
す
る
法
社
会
学
的
な
ア
プ
・
ー
チ
の
一
環
を
な
し
、
か
な
り
以
前
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
や
北
欧
の
法
社
会



学
者
が
多
数
の
業
績
を
あ
げ
、
い
わ
ゆ
る
リ
ァ
リ
ズ
ム
法
学
な
る
名
称
を
持
つ
一
派
を
形
成
し
て
い
る
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
わ
が
国
で
も
、
潮
見
俊
隆
氏
の
「
日
本
の
法
律
家
」
、
殊
に
、
裁
判
官
の
調
査
、
広
中
俊
雄
氏
の
「
日
本
の
警
察
」
の
研
究
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
こ
れ
ら
の
業
績
に
つ
い
て
評
価
を
行
な
う
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
、
潮
見
氏
の
研
究
に
対
し
て
、
実
務
家
の
一
部
か
ら
か
な
り
強
い
反
擾
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

出
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
け
は
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
一
体
、
何
故
な
の
か
。
恐
ら
く
、
そ
こ
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
実

が
、
真
相
の
一
面
を
つ
い
て
い
る
と
同
時
に
、
他
方
、
極
く
一
部
の
事
実
を
も
つ
て
全
体
を
推
し
は
か
ろ
う
と
す
る
方
法
論
上
の
間
題
点
に
対
す

る
批
判
が
表
面
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
下
に
紹
介
す
る
西
ド
イ
ッ
の
同
種
の
研
究
に
も
、
勿
論
、
批
判
と
反
批
判
が
く
り
か
え
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
司
法
過

程
の
研
究
の
発
端
が
、
社
会
学
者
と
裁
判
官
と
の
協
力
で
も
つ
て
始
ま
り
、
裁
判
官
が
、
以
後
、
か
な
り
積
極
的
に
実
態
の
解
明
に
努
力
を
傾
け
て

い
る
と
い
う
状
況
は
、
わ
が
国
の
場
合
と
か
な
り
異
な
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
在
り
方
は
、
建
設
的
か
つ
説
得
的
な
成
果
を
蓄
積
す
る
の

に
大
い
に
役
立
つ
て
い
る
。
裁
判
官
の
研
究
、
殊
に
、
そ
の
帰
属
す
る
社
会
階
層
と
そ
こ
で
培
か
わ
れ
た
階
層
意
識
が
、
判
例
に
ど
の
よ
う
に
反
映

す
る
か
と
い
う
極
め
て
困
難
な
問
題
を
、
事
実
に
即
し
て
究
明
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
官
の
協
力
な
し
に
は
、
実
相
に
近
い
姿
を
正
確
に
捉
え
る
こ

と
は
不
可
能
に
近
い
試
み
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
西
ド
イ
ッ
の
着
実
な
研
究
デ
ー
タ
ー
の
蓄
積
は
、
ま
こ
と
に
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
勿
論
、
本
稿
は
、
何
も
西
ド
イ
ッ
の
研
究
を
絶
対
視
し
て
、
そ
こ
に
現
わ
れ
た
成
果
を
あ
げ
つ
ら
う
つ
も
り
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
法

制
度
の
伝
統
と
い
う
点
か
ら
み
て
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、
陪
審
員
が
民
衆
に
よ
つ
て
選
ば
れ
、
そ
の
代
表
と
し
て
裁
判
に
参
加
す
る
と
い
う
風

土
で
は
な
く
、
職
業
裁
判
官
と
し
て
訓
練
を
う
け
、
教
養
を
つ
み
、
社
会
の
エ
リ
ー
ト
と
し
て
裁
判
所
と
い
う
牙
城
に
た
て
こ
も
り
、
法
に
よ
つ

て
裁
く
者
と
し
て
の
ぞ
ん
で
い
る
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
の
人
間
像
を
、
正
確
に
実
態
把
握
す
べ
く
科
学
の
メ
ス
を
加
え
よ
う
と
す
る
学
問
状
況
を
、

ほ
父
同
じ
よ
う
な
風
土
で
あ
る
わ
が
国
に
お
い
て
実
現
し
え
な
い
の
は
何
故
な
の
か
を
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
将
来
、
わ
が
国

に
お
い
て
、
同
じ
よ
う
に
正
確
な
事
実
認
識
が
つ
み
重
ね
ら
れ
る
日
は
来
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
（
二
九
九
）



　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
（
三
C
C
）

　
裁
判
官
と
い
え
ど
も
人
間
で
あ
り
、
人
間
で
あ
る
以
上
は
、
そ
の
人
格
を
形
成
し
た
社
会
的
条
件
に
よ
つ
て
、
判
断
力
．
洞
察
力
・
構
想
力
に

何
程
か
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
筈
は
な
い
。
こ
の
事
実
を
正
確
に
見
つ
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
判
決
の
形
成
、
正
し
い
意
味
で
の
「
法
の
発
見
」

の
過
程
を
知
り
、
正
当
な
判
決
を
見
出
す
道
を
知
る
こ
と
に
つ
ら
な
り
、
そ
の
判
決
を
正
し
く
評
価
す
る
道
に
至
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
職
域
を
聖
域
化
し
、
そ
れ
に
ふ
れ
る
こ
と
を
「
タ
ブ
ー
視
」
し
、
表
に
現
わ
れ
た
「
判
決
」
だ
け
を
批
判
の
対
象
に
せ
よ
と
要
求
し
、
外

部
の
者
は
、
「
判
決
の
中
味
」
だ
け
を
材
料
と
し
て
議
論
し
て
い
た
だ
け
で
は
、
末
梢
的
な
批
判
に
終
始
す
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ク
な
態
度

で
調
査
・
研
究
を
許
す
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
限
り
、
「
ゲ
ス
の
カ
ン
グ
リ
」
の
よ
う
な
議
論
だ
け
横
行
し
て
、
い
た
ず
ら
に
、
研
究
者
と
実
務

家
の
対
立
・
葛
藤
に
終
ら
ざ
る
を
え
ま
い
。

　
本
稿
が
、
西
ド
イ
ッ
を
例
に
と
り
な
が
ら
指
摘
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
判
例
批
評
の
「
根
本
的
な
方
法
」
と
し
て
、
裁
判
官
の
階
層
意
識
へ
の

ア
プ
・
ー
チ
を
、
偏
見
や
予
断
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
し
に
、
い
つ
の
日
か
わ
が
国
で
も
実
現
す
る
日
の
近
い
こ
と
を
心
か
ら
希
望
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
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（
2
）
そ
の
折
に
用
い
た
主
な
資
料
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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g
島
窪
ロ
注
男
o
お
3
糧
旨
甥
び
霞
一
〇
窪
ρ
一
零
一
●

　
｝
o
富
旨
の
の
頴
Φ
ω
け
F
国
旨
”
益
国
磐
匿
g
ど
茜
噛
U
一
〇
U
Φ
は
巳
ユ
o
累
ヨ
碧
算
α
巽
勺
o
一
冒
。
一
●
ω
賃
鉾
。
咀
窪
α
霞
ω
寝
鉱
＜
o
欺
o
一
讐
凝
β
区
の
o
N
一
”
一
Φ

　
ω
Φ
一
の
脚
二
〇
P
一
〇
刈
P

　
（
3
）
　
宮
沢
浩
一
・
性
犯
罪
と
刑
事
立
法
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
、
性
－
思
想
・
制
度
・
法
、
昭
和
四
五
年
、
八
一
頁
以
下
、
同
・
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
狼
褻
表
現
物
処
罰
の
動
向
、

　
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
七
四
号
、
昭
和
四
六
年
、
二
九
頁
以
下
、
同
・
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
わ
い
せ
つ
表
現
物
の
刑
法
上
の
処
置
を
め
ぐ
る
諸
問
題
ー
判
例
と
学
説
と
立
法
の
動
向
ー
』
、

　
中
山
研
一
・
宮
沢
浩
一
編
・
性
と
法
律
・
性
表
現
の
自
由
と
限
界
、
昭
和
四
七
年
、
八
九
頁
以
下
、
な
ど
。



（
4
）
　
ご
く
簡
単
な
も
の
と
し
て
、
村
上
淳
一
・
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
裁
判
官
研
究
、
川
島
武
宜
編
集
・
法
社
会
学
講
座
第
八
巻
・
社
会
と
法
2
、
昭
和
四
八
年
、
四
〇
六
頁
以
下
。

（
5
）
潮
見
俊
隆
編
・
現
代
の
法
律
家
、
現
代
法
・
第
六
巻
、
昭
和
四
一
年
、
六
三
頁
以
下
、
同
・
法
律
家
・
昭
和
四
五
年
、
特
に
、
一
頁
以
下
、
同
・
日
本
の
裁
判
官
、
川
島
編
・
前
出
・

　
法
社
会
学
講
座
第
八
巻
、
三
七
六
頁
以
下
な
ど
。

（
6
）
　
広
中
俊
雄
・
日
本
の
警
察
、
昭
和
三
〇
年
、
増
補
版
、
昭
和
三
三
年
、
同
・
戦
後
日
本
の
警
察
、
昭
和
四
三
年
、
同
・
警
備
公
安
警
察
の
研
究
、
昭
和
四
八
年
な
ど
。

（
7
）
　
例
え
ば
、
山
本
謹
吾
・
裁
判
官
ー
潮
見
俊
隆
著
「
法
律
家
」
読
後
感
、
昭
和
四
六
年
。

二
　
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
社
会
学
研
究
の
現
況

　
ま
ず
、
西
ド
イ
ッ
の
法
社
会
学
の
現
状
は
ど
う
か
、
わ
が
国
で
は
、
そ
の
現
状
認
識
に
お
い
て
、
正
確
な
情
報
を
得
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
が
問

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
が
国
の
学
問
の
在
り
方
と
し
て
、
他
国
の
学
問
を
対
象
と
し
て
研
究
を
す
N
め
る
場
合
に
、
そ
の
全
体
像
を
把
握

し
、
個
々
の
学
説
の
位
置
づ
け
を
正
確
に
行
な
う
こ
と
な
く
、
一
部
分
の
学
説
を
も
つ
て
、
全
体
を
推
し
は
か
る
傾
向
が
強
す
ぎ
た
と
思
う
。
そ

の
際
に
、
学
界
に
お
け
る
有
力
な
教
授
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
学
説
が
、
い
つ
の
間
に
か
、
他
を
圧
倒
し
、
個
人
の
権
威
が
学
説
の
権
威
に
す
り
か

え
ら
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
学
説
の
生
ま
れ
故
郷
で
は
、
全
く
扱
い
を
異
に
す
る
の
に
、
わ
が
国
で
は
、
珍
重
さ
れ
る
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
比
喩
的

に
言
う
な
ら
ば
、
幕
末
に
、
ギ
ヤ
マ
ン
の
器
と
し
て
家
宝
扱
い
に
さ
れ
た
、
ガ
ラ
ス
食
器
の
類
い
に
似
て
い
る
。
華
道
や
茶
道
な
ら
、
「
家
元
」

の
伝
え
る
流
儀
に
従
う
こ
と
も
一
つ
の
価
値
で
あ
ろ
う
が
、
い
や
し
く
も
、
学
説
で
あ
る
以
上
、
正
し
い
認
識
を
深
め
か
つ
広
め
な
い
こ
と
に

は
、
禍
を
拡
散
す
る
こ
と
に
な
る
。
外
国
の
学
説
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
日
本
で
通
説
と
な
つ
て
い
る
も
の
が
、
日
本
語
と
い
う
、
外
国
に
通
用
し

な
い
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
救
わ
れ
て
い
る
例
は
、
極
め
て
多
い
。
刑
法
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
具
体
例
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
程
で
あ
る
。

　
ド
イ
ッ
の
法
社
会
学
に
つ
い
て
も
、
事
柄
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
エ
ー
ア
リ
ヅ
ヒ
、
ウ
ェ
ー
パ
ー
、
ガ
イ
ガ
ー
は
、
偉
大
な
先
駆
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

で
あ
つ
た
し
、
今
日
の
法
社
会
学
の
興
隆
に
寄
与
し
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
過
去
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
（
三
〇
一
）



　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
（
三
C
二
）

今
日
の
状
況
は
、
む
し
ろ
、
大
い
に
異
な
つ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
。

　
そ
う
は
言
つ
て
も
、
西
独
の
法
社
会
学
に
は
、
国
際
的
な
評
価
の
点
で
、
昔
日
の
面
影
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
学
に
つ
い
て
も
同
様
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

あ
る
と
い
え
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
テ
ニ
ー
ス
、
エ
ー
ア
リ
ヅ
ヒ
、
ガ
イ
ガ
ー
な
ど
の
名
前
は
、
学
説
史
上
、
欠
か
せ
ぬ
存
在
で
は
あ
ろ
う
が
、
現

在
活
躍
し
て
い
る
社
会
学
者
、
法
社
会
学
者
の
業
績
が
国
際
舞
台
で
注
目
さ
れ
て
い
る
例
は
少
な
く
な
つ
た
。

　
世
界
の
学
問
の
動
向
に
極
め
て
敏
感
な
反
応
を
示
め
す
わ
が
国
の
社
会
学
者
、
法
社
会
学
者
の
業
績
を
見
て
も
、
外
見
的
に
は
、
西
ド
イ
ッ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

学
問
の
退
潮
を
は
つ
き
り
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
は
た
し
て
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
次
大
戦
前
の
目
本
の
社
会
学
者
は
、

ド
イ
ッ
一
辺
倒
で
あ
つ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
を
勉
強
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
異
端
者
の
仕
事
で
あ
つ
た
。
第
二
次
大
戦
後
は
、
一
変
し

て
、
ド
イ
ッ
社
会
学
が
関
心
の
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
た
。
一
体
、
何
故
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
勿
論
、
西
ド
イ
ッ
の
社
会
学
者
の
中
で
も
、
邦
訳
の
出
て
い
る
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
な
ど
は
、
国
際
的
に
も
注
目
を
集
め
た
人
で
あ
る
。
も
つ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

も
、
そ
の
著
書
「
産
業
社
会
に
お
け
る
階
級
お
よ
び
階
級
闘
争
」
（
一
九
五
七
年
）
は
、
実
証
デ
ー
タ
ー
に
依
拠
す
る
実
証
的
・
科
学
的
な
著
書
で

あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
の
社
会
哲
学
と
社
会
学
と
を
対
比
し
、
そ
の
社
会
学
が
今
日
の
社
会
変
動
論
と
比
べ
て
静
的
に
す
ぎ

る
こ
と
を
批
判
し
た
点
及
び
そ
の
該
博
な
マ
ル
ク
ス
文
献
に
対
す
る
知
識
を
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
洛
陽
の
紙
価
を
高
か
ら
し
め
た
。

こ
こ
で
は
、
社
会
学
と
い
う
よ
り
も
、
社
会
哲
学
的
な
分
析
の
方
が
、
注
目
を
ひ
い
た
。
そ
の
後
、
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
は
政
界
に
入
り
、
大
臣
を

つ
と
め
、
現
在
は
、
ヨ
i
・
ッ
パ
委
員
会
の
ド
イ
ッ
代
表
と
し
て
活
躍
し
、
学
界
に
寄
与
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
つ
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
ル
ネ
・
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
や
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ェ
ル
ス
キ
ー
ら
の
活
躍
や
多
く
の
業
績
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ッ
語
圏
以
外
で
の

評
価
は
、
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
決
し
て
、
そ
れ
ら
の
学
間
活
動
が
、
無
視
さ
れ
て
よ
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
。
若
い
世
代
に
つ
い
て
も
、
全
く
同
様
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
西
ド
イ
ッ
の
社
会
学
研
究
者
の
多
く
億
、
ア
メ
リ
ヵ
に
留
学
し
、
実
証
科
学
的
な
研
究
方
法
を
学



ん
で
ド
イ
ッ
に
戻
り
、
や
が
て
、
西
ド
イ
ッ
の
社
会
現
象
を
素
材
と
し
て
、
多
く
の
業
績
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
に
、
秋
元
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

郎
氏
が
公
刊
し
た
「
現
代
ド
イ
ッ
社
会
学
研
究
」
以
後
は
、
余
り
関
心
の
対
象
と
な
つ
て
は
い
な
い
。
法
社
会
学
の
分
野
に
つ
い
て
も
、
事
柄

は
、
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
そ
こ
で
、
法
社
会
学
の
研
究
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
て
み
よ
う
。

　
西
ド
イ
ッ
の
法
社
会
学
研
究
の
中
心
と
思
わ
れ
た
も
の
に
、
一
九
六
四
年
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
に
創
設
さ
れ
た
法
社
会
学
・
法
事
実
研
究
所

　
（
1
4
）

が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
E
・
ヒ
ル
シ
ュ
と
そ
の
弟
子
で
あ
つ
た
マ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
レ
ー
ビ
ン
ダ
ー
の
活
躍
が
目
立
つ
た
け
れ
ど
も
、

ヒ
ル
シ
ュ
の
引
退
と
レ
ー
ビ
ン
ダ
ー
の
転
出
の
後
、
不
活
澄
に
な
つ
た
。
恐
ら
く
、
一
九
六
〇
年
代
に
起
き
た
大
学
改
革
の
中
で
、
最
も
左
傾
し

た
こ
の
大
学
の
学
間
的
雰
囲
気
が
、
研
究
環
境
を
破
壊
し
て
し
ま
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
唄
九
六
〇
年
代
の
終
り
に
、
ピ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
大
学

が
創
立
さ
れ
、
こ
こ
の
社
会
学
部
に
、
法
社
会
学
に
関
心
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
多
数
集
ま
つ
た
。
レ
ー
ビ
ン
ダ
ー
が
、
こ
こ
の
教
授
と
し
て
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

を
し
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
に
ス
イ
ス
の
チ
ュ
；
リ
ッ
ヒ
大
学
に
移
つ
た
。
現
在
で
は
、
ニ
ク
ラ
ス
・
ル
ー
マ
ン
が
若
手
の
指
導
に
当
つ
て
居

り
、
多
く
の
仕
事
を
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
一
九
七
〇
年
代
に
入
つ
て
、
ブ
レ
ー
メ
ン
大
学
が
開
設
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
リ
ュ
デ
ィ
ガ
ー
ニ
フ
ウ
ト
マ
ン
の
活
躍
が
目
立
つ
て
い
る
。

ブ
レ
ー
メ
ン
大
学
は
、
新
設
大
学
の
中
で
も
、
殊
に
、
左
翼
系
の
人
々
が
多
く
、
独
特
の
学
部
組
織
を
も
つ
。
犯
罪
社
会
学
の
分
野
に
は
、
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

フ
ァ
ン
・
ク
ヴ
ェ
ン
ゼ
ル
が
最
近
、
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。

　
犯
罪
社
会
学
者
と
し
て
は
、
ケ
ル
ン
大
学
の
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
の
指
導
を
受
け
た
フ
リ
ッ
ツ
・
ザ
ッ
ク
が
、
一
九
七
三
年
に
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
大

学
の
教
授
と
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
も
、
学
部
の
雰
囲
気
は
学
問
研
究
の
場
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
。

　
キ
ー
ル
大
学
に
は
、
一
九
六
八
年
に
教
授
と
な
つ
た
パ
ウ
ル
・
ト
ラ
ッ
ペ
が
い
る
が
、
最
近
は
、
余
り
目
立
つ
た
活
躍
を
し
て
い
な
い
。

　
キ
ー
ル
大
学
か
ら
移
つ
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
教
授
と
な
つ
た
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ナ
ウ
ケ
、
、
・
・
ユ
ン
ヘ
ン
大
学
か
ら
教
授
と
し
て
招
聰

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
三
〇
三
）



　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
三
〇
四
）

さ
れ
た
ウ
ィ
ソ
フ
リ
ー
ト
・
ハ
ッ
セ
マ
ー
を
擁
す
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
は
、
今
後
、
大
い
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
又
、
ケ
ル
ン
大
学
の
社
会
学
部
の
助
手
で
あ
つ
た
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
タ
ー
・
オ
ッ
プ
は
、
一
九
七
〇
年
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
教
授
と
な
つ
た
。

こ
こ
に
は
、
か
つ
て
、
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
が
い
た
こ
と
が
あ
る
。
伝
統
の
あ
る
社
会
学
研
究
所
の
ス
タ
ヅ
フ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
又
、
マ
イ
ン
ツ
大
学
に
は
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
フ
ィ
ー
ウ
ェ
ー
ク
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
に
は
、
社
会
学
の
分
野
で
多
く
の
業
績
を
あ
げ
て
い
る

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ェ
ル
ス
キ
ー
の
活
躍
が
目
ざ
ま
し
い
。

　
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
・
外
国
・
国
際
刑
法
研
究
所
が
あ
り
、
そ
の
犯
罪
学
研
究
グ
ル
ー
ブ
に
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ェ
ー

ス
ト
が
い
る
。
こ
の
人
は
、
警
察
制
度
や
裁
判
官
研
究
に
、
数
多
く
の
業
績
を
出
し
、
注
目
さ
れ
て
い
る
若
手
の
一
人
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
西
ド
イ
ッ
の
法
社
会
学
、
犯
罪
社
会
学
の
研
究
者
に
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
見
ら
れ
、
か
な
り
の
量
の
仕
事
が
蓄
積
さ
れ
て

い
る
の
で
は
あ
る
が
、
わ
が
国
の
法
社
会
学
研
究
者
の
関
心
は
、
極
め
て
低
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
法
律
時
報
誌
上
に
、
「
世
界
の
法
社
会
学
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

と
い
う
紹
介
欄
が
あ
り
、
八
○
編
以
上
も
の
論
稿
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
西
ド
イ
ッ
に
ふ
れ
た
も
の
は
、
わ
ず
か
四
編
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

　
法
社
会
学
講
座
に
お
い
て
、
西
ド
イ
ッ
の
法
社
会
学
を
担
当
し
た
の
は
、
民
法
学
者
の
北
川
善
太
郎
氏
で
あ
つ
た
。
こ
こ
で
は
、
刑
事
法
の
分

野
を
除
き
、
一
九
七
一
年
ぐ
ら
い
迄
の
文
献
が
正
確
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
・
一
九
七
〇
年
代
に
入
つ
て
、
西
ド
イ
ッ
の
法
社
会
学
が
注
目
に
価
す
る
ほ
ど
に
充
実
を
す
る
よ
う
に
な
つ
た
に
つ
い
て
は
、
大
要
、
次
の
諸
点

に
ま
と
め
る
こ
と
の
で
き
る
背
景
が
あ
つ
た
。

　
①
一
九
六
五
、
六
六
年
に
西
ド
イ
ッ
の
多
く
の
大
学
を
根
幹
か
ら
揺
り
動
か
し
た
大
学
改
革
を
め
ぐ
る
学
生
運
動
の
結
果
と
し
て
、
司
法
試

験
を
中
心
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
た
学
科
目
が
大
き
く
改
編
さ
れ
、
基
礎
法
学
に
相
当
程
度
の
充
実
が
見
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
こ
こ
で
は
、
法
哲

学
、
法
理
論
、
法
史
学
と
と
も
に
、
法
社
会
学
に
も
正
式
の
地
位
が
与
え
ら
れ
、
従
来
、
法
律
学
者
が
片
手
間
に
扱
つ
て
い
た
法
社
会
学
が
正
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

の
講
座
と
な
り
、
正
教
授
を
持
つ
に
至
つ
た
。
こ
れ
は
、
北
川
氏
の
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
カ
ウ
フ
マ
ン
と
べ
ー
レ
ン
ト
の
共
著
で
あ



　
　
　
　
　
　
　
（
鐙
）

る
「
法
学
・
研
究
指
導
」
を
見
る
と
、
多
く
の
大
学
に
、
こ
れ
ら
の
基
礎
法
学
の
講
座
が
開
講
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。

　
②
一
九
六
八
年
以
後
、
ド
イ
ッ
研
究
財
団
の
最
重
点
補
助
科
目
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
学
科
目
に
多
額
の
研
究
資
金
が
支
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
例
と
し
て
、
経
験
科
学
的
犯
罪
学
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
一
九
七
二
年
に
援
助
申
請
二
〇
件
、
総
額
に
し
て
一
億
五
千
万
マ
ル

ク
が
あ
つ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
①
基
礎
研
究
五
五
万
マ
ル
ク
（
約
五
千
五
百
万
円
）
、
②
犯
人
人
格
研
究
六
五
万
マ
ル
ク
（
約
六
千
五
百
万
円
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

③
犯
罪
社
会
学
研
究
三
六
万
マ
ル
ク
（
約
三
千
六
百
万
円
）
支
出
さ
れ
た
。

　
年
間
一
億
五
千
万
円
以
上
の
研
究
資
金
が
実
証
研
究
に
支
出
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
業
績
が
蓄
積
さ
れ
る
と
い
う
状
況
は
、
大
い
に
恵
ま

れ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
③
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
か
ら
、
若
い
社
会
学
者
、
殊
に
、
左
翼
系
の
社
会
学
研
究
者
が
、
法
社
会
学
・
犯
罪
社
会
学
の
分
野
に
進
出
し
、

若
い
法
律
学
者
と
共
同
し
て
、
多
種
多
様
な
研
究
テ
ー
マ
を
追
及
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。

　
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
六
九
年
に
、
自
分
達
の
手
で
「
犯
罪
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
を
公
刊
し
、
こ
れ
ま
で
、
比
較
的
古
い
世
代
の
編
集
し

て
い
た
「
月
刊
犯
罪
学
と
刑
法
改
正
誌
」
に
対
抗
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
の
新
ら
し
い
雑
誌
を
拠
点
と
し
て
、
彼
ら
は
、
司
法
過
程
（
裁
判
官
の
判

決
形
成
過
程
）
、
検
察
官
、
警
察
官
ら
の
い
わ
ゆ
る
司
法
前
処
理
の
状
況
を
分
析
し
、
こ
れ
ら
の
国
家
機
関
の
担
い
手
達
の
属
す
る
社
会
階
層
と
社

会
意
識
の
分
析
を
通
じ
て
、
そ
れ
ら
の
人
々
に
よ
り
行
な
わ
れ
る
事
件
処
理
の
あ
り
方
に
「
セ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
仮
説
を

提
示
し
て
い
る
。

　
④
研
究
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
従
来
、
研
究
者
の
個
人
プ
レ
ー
、
個
人
の
思
弁
的
な
著
述
に
向
い
が
ち
で
あ
つ
た
従
来
の
傾
向
に
対
し
て
、

法
学
者
と
社
会
学
者
が
協
力
関
係
を
保
ち
、
大
規
模
な
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
・
テ
ィ
ー
ム
を
組
織
し
、
そ
の
研
究
の
遂
行
に
、
各
種
の
財
団
か
ら
多
額

の
資
金
援
助
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
（
三
〇
五
）



西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て

一
〇

（
ゴ
一
〇
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

勿
論
、
ア
メ
リ
ヵ
の
社
会
学
者
が
、
こ
れ
ま
で
残
し
て
ぎ
た
数
多
く
の
実
証
研
究
の
成
果
と
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
、
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
と

い
う
状
況
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
組
織
化
の
上
手
な
西
ド
イ
ッ
の
学
者
が
、
研
究
を
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
す
る
環
境
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
事
実

は
、
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
8
）
　
例
え
ば
、
川
島
武
宜
編
集
・
法
社
会
学
講
座
第
一
巻
、
昭
和
四
七
年
、
潮
見
俊
隆
編
・
法
社
会
学
、
社
会
学
講
座
9
、
昭
和
四
九
年
な
ど
。

（
9
）
↓
ぎ
琶
m
ω
勾
巴
器
き
≦
霧
昌
痒
§
島
①
ω
o
N
一
〇
一
〇
讐
①
ユ
o
e
幻
8
窪
”
甘
ユ
の
3
目
o
一
葺
躍
し
O
苓
ω
．
婁
。

（
1
0
）
　
注
1
3
で
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
西
ド
イ
ッ
の
法
社
会
学
の
現
状
を
把
握
す
る
作
業
を
、
法
社
会
学
の
専
攻
者
の
手
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、
民
法
学
者
の
北
川
善
太
郎
氏
に
ま
か
せ

　
　
て
い
る
点
は
、
ま
こ
と
に
象
徴
的
で
あ
る
。
例
え
ぽ
、
や
や
古
く
な
つ
た
が
、
国
導
の
貯
国
●
昌
一
鵠
9
1
霞
”
旨
坤
a
勾
魯
げ
ぎ
号
さ
ω
言
象
臼
一
仁
昌
α
竃
辞
Φ
ユ
巴
一
9
N
ξ

　
閑
9
馨
器
O
臨
9
0
喰
9
凶
色
昌
R
N
巴
富
O
げ
ユ
津
h
母
幻
9
耳
霧
O
風
9
0
讐
O
β
昌
α
ω
8
冨
ぢ
亀
O
げ
9
0
魅
O
・
ω
O
昌
α
角
げ
Φ
津
口
≧
8
S
や
、
最
近
の
ハ
ッ
セ
マ
ー
の
論
稿

　
　
（
注
1
）
、
男
＆
眞
震
ピ
鎖
暮
ヨ
餌
昌
P
国
Φ
o
窪
器
o
臨
o
冒
喰
o
仁
ロ
α
冒
増
一
巽
窪
・
冒
ユ
曾
δ
9
0
ω
o
ゲ
q
一
仁
ロ
堕
る
謡
あ
』
守
8
噂
寓
餌
鼠
噌
a
幻
Φ
『
σ
旨
3
5
N
葭
国
冒
罫
び
－

　
　
歪
昌
瞬
男
8
窪
器
o
風
o
δ
讐
①
。
甘
ユ
の
甑
8
冨
oo
畠
巳
仁
旨
堕
這
お
ω
。
b
o
認
南
お
な
ど
を
見
れ
ば
、
そ
の
研
究
状
況
の
大
要
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
さ
し
て
困
難
で
は
な
い
。

（
1
1
）
　
富
永
健
一
訳
・
昭
和
三
九
年
。

（
皿
）
　
秋
元
律
郎
・
現
代
ド
イ
ッ
社
会
学
研
究
－
戦
後
に
お
け
る
展
開
ー
、
昭
和
三
五
年
。

（
B
）
　
一
九
七
一
年
六
月
迄
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
北
川
善
太
郎
・
西
ド
イ
ッ
の
法
社
会
学
、
川
島
武
宜
編
集
・
法
社
会
学
講
座
2
、
昭
和
四
七
年
、
一
二
〇
頁
。
以
下
に
お
い
て
は
、

　
す
で
に
何
ら
か
の
紹
介
の
な
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
げ
な
い
。
又
、
刑
法
学
者
で
あ
つ
て
、
法
社
会
学
、
犯
罪
社
会
学
に
業
績
の
あ
る
者
に
つ
い
て
も
、
私
の
一
連
の

　
　
「
西
ド
イ
ッ
刑
法
学
」
に
つ
い
て
の
紹
介
資
料
に
ゆ
ず
る
。

（
U
）
　
千
葉
正
士
・
西
ド
イ
ツ
の
法
社
会
学
、
法
律
時
報
第
四
一
巻
第
五
号
、
昭
和
四
四
年
、
一
八
○
頁
。

（
15
）
2
算
冨
ω
ピ
道
げ
β
”
昌
昌
一
九
二
七
年
、
ル
ユ
ー
ネ
ブ
ル
ク
に
生
れ
る
。
一
九
六
〇
年
か
ら
六
一
年
に
か
け
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学
。
一
九
六
六
年
か
ら
六
八
年
ま
で
、
ド

　
　
ル
ト
ム
ン
ト
に
あ
る
社
会
調
査
所
（
ω
o
N
冨
罵
o
冨
畠
縄
旨
西
器
3
一
冨
）
の
部
長
を
勤
め
、
一
九
六
八
年
に
、
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
大
学
社
会
学
部
の
教
授
と
な
る
。
二
〇
冊
以
上
も
の
著

　
書
が
あ
る
が
、
殊
に
、
U
o
駐
二
置
碧
一
9
費
8
『
＜
R
富
言
8
口
3
0
と
男
8
算
器
o
恩
o
一
〇
讐
①
る
ω
α
o
噛
ご
認
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
前
者
は
、
注
4
に
あ
げ
た
村
上
論
文
に

　
　
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
（
1
6
）
　
勾
ま
蒔
R
ピ
”
暮
ヨ
き
昌
一
九
三
五
年
に
コ
プ
レ
ン
ツ
に
生
れ
る
。
一
九
六
八
年
か
ら
六
九
年
末
ま
で
、
ド
ル
ト
ム
ン
ト
の
社
会
調
査
所
の
助
手
を
勤
め
、
一
九
七
〇
年
か
ら

　
　
七
一
年
一
〇
月
ま
で
、
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
大
学
社
会
学
部
助
手
、
そ
し
て
一
九
七
一
年
一
〇
月
に
、
ブ
レ
ー
メ
ソ
大
学
教
授
と
な
る
。
著
書
に
は
、
　
ゑ
Φ
詳
＝
ロ
α
Z
自
日
●
ω
Φ
咋

　
　
ユ
庸
鶏
昌
巴
》
器
誉
暁
旨
象
①
ω
o
臨
o
一
〇
讐
o
り
一
霧
。
の
ほ
か
、
多
く
の
も
の
が
あ
る
。

　
（
1
7
）
ω
8
℃
富
口
O
語
房
巴
　
一
九
三
六
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
生
れ
る
。
そ
の
略
歴
、
著
作
は
、
近
く
公
刊
予
定
の
「
ド
イ
ッ
刑
法
学
の
現
状
・
追
録
皿
」
に
す
べ
て
掲
げ
る
つ

　
　
も
り
で
あ
る
。



（
18
）
　
国
貧
∵
9
9
貧
○
℃
℃
一
九
三
七
年
に
ケ
ル
ン
に
生
れ
る
。
一
九
六
三
年
か
ら
六
七
年
ま
で
、
ケ
ル
ン
大
学
社
会
学
研
究
所
助
手
、
そ
の
後
、
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
社
会
学
ゼ

　
ミ
ナ
ー
ル
助
手
と
な
り
、
一
九
七
〇
年
に
、
ω
O
N
一
巴
霧
国
”
昌
号
一
P
幻
o
一
一
窪
q
ロ
α
ω
o
N
一
巴
①
ω
務
8
日
9
国
ぎ
国
蒔
㌶
『
仁
昌
α
q
磐
Φ
毎
8
げ
ω
o
臨
巴
窪
＜
①
甚
巴
冨
冨
・
で

教
授
資
格
を
獲
得
し
、
一
九
七
一
年
四
月
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
教
授
と
な
る
。

（
B
）
　
そ
れ
を
例
示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
千
葉
正
士
・
西
ド
イ
ッ
の
法
社
会
学
、
法
律
時
報
四
一
巻
五
号
、
昭
和
四
四
年
、
一
八
O
頁
以
下
。

　
石
村
善
治
・
ヒ
ル
シ
ュ
編
「
法
社
会
学
お
よ
び
法
事
実
調
査
叢
書
」
、
同
・
四
一
巻
九
号
、
昭
和
四
四
年
、
二
五
頁
以
下
。

　
石
村
善
治
・
ラ
ウ
ト
マ
ン
、
マ
イ
ホ
ー
フ
ァ
ー
、
シ
ェ
ル
ス
キ
i
編
「
近
代
社
会
に
お
け
る
法
の
機
能
」
ω
③
、
同
四
三
巻
八
号
、
昭
和
四
六
年
、
二
二
〇
頁
以
下
、
一
〇
号
、
一
三

　
〇
頁
以
下
。

（
B
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
千
葉
正
士
・
前
出
（
注
1
8
）
の
指
摘
は
、
す
で
に
古
い
。

（
20
）
≧
爵
霞
〆
鎧
h
目
”
言
ー
国
9
①
一
ω
Φ
年
Φ
＆
“
田
9
ω
日
岳
Φ
忌
仁
ぼ
R
力
8
穿
ω
惹
の
ω
①
霧
o
訂
津
噛
一
〇
鐸

（
2
1
）
零
一
①
昏
一
9
田
ぼ
葺
ω
R
畠
『
雲
Φ
び
ω
魯
壽
巷
琶
閥
ε
8
の
声
ヨ
日
㍉
ヨ
℃
三
ω
9
。
〆
『
ぎ
冒
。
一
。
讐
Φ
q
且
寄
冒
ぎ
鉱
。。
。
N
一
・
一
。
短
①
．
．
8
吋
U
①
葺
の
畠
窪

　
ぎ
鵠
。
ど
轟
詔
①
日
Φ
一
湯
。
富
h
梓
（
U
司
O
）
．
囚
賊
ぼ
冒
o
一
〇
ひ
q
一
ω
o
げ
。
ω
一
〇
ロ
旨
鼻
一
〇
鐸
国
Φ
津
p
ω
」
紹
律

（
羽
）
　
一
九
六
九
年
か
ら
七
一
年
ま
で
は
、
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
り
、
自
費
出
版
を
し
て
い
た
が
、
一
九
七
二
年
か
ら
、
ユ
ベ
ン
タ
出
版
社
が
発
行
を
引
ぎ
受
け
た
。
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
大

　
学
の
マ
イ
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
尽
力
に
よ
る
も
の
と
聞
い
て
い
る
。

（
器
）
　
ド
イ
ッ
語
で
書
か
れ
た
文
献
と
し
て
、
円
ゴ
o
日
器
閑
巴
器
さ
国
冒
歪
ξ
＝
昌
職
冒
島
Φ
男
9
耳
詔
o
』
o
ざ
磯
す
ψ
》
象
一
・
ご
お
・
9
瀦
駿
・
の
ほ
か
、
　
］
≦
m
ロ
ヰ
＆

　
幻
魯
げ
一
＆
①
5
国
旨
惹
o
匹
琶
㎎
賃
且
騎
①
騎
魯
巧
蝉
匡
蒔
段
ω
雷
且
α
①
ぺ
勾
Φ
畠
房
声
＄
”
9
①
三
〇
『
ω
9
仁
轟
ぎ
α
①
ロ
q
ω
｝
一
S
O
嚇
α
輿
の
‘
H
馨
段
奏
け
一
〇
暴
一
〇

　
国
三
δ
磯
冨
℃
霞
Φ
α
霞
お
o
窪
器
o
鼠
o
ざ
瞬
冨
o
冨
旨
訟
9
寅
9
び
這
認
参
照
。

三
　
裁
判
官
の
法
社
会
学
的
研
究
の
推
移

　
で
は
、
一
体
、
こ
の
よ
う
な
法
社
会
学
の
研
究
の
発
展
状
況
の
中
で
、
裁
判
官
の
研
究
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
行
な
わ
れ
、
展
開
さ
れ
て
今
日

に
至
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
裁
判
官
階
層
の
法
社
会
学
的
研
究
は
、
一
九
六
〇
年
に
始
ま
る
。
も
つ
と
も
、
こ
れ
は
、
当
該
の
論
文
の
発
表
さ
れ
た

年
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
、
一
九
五
九
年
以
前
に
、
準
備
段
階
が
あ
つ
た
。
此
の
種
の
研
究
は
、
一
九
七
三
年
ま
で
、
殆
ん
ど
断
え
間
な
く
続

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
（
三
〇
七
）



　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
（
三
〇
八
）

い
て
お
り
、
一
九
七
二
年
以
後
に
な
る
と
、
法
社
会
学
の
体
系
書
の
中
に
、
そ
の
成
果
を
と
り
入
れ
る
者
の
数
が
増
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
研
究
を
推
進
す
る
に
つ
い
て
、
ワ
ル
タ
ー
・
リ
ヒ
タ
ー
裁
判
官
の
業
績
が
光
つ
て
い
る
が
、
リ
ヒ
タ
ー
は
、
そ
の
一
連
の
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

究
を
始
め
る
に
当
つ
て
、
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
指
導
と
協
力
を
え
た
。
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
に
造
詣
の
深
い
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
力
で
、
裁
判
官

の
法
社
会
学
的
研
究
が
始
め
ら
れ
、
西
ド
イ
ッ
に
定
着
し
た
事
実
は
、
極
め
て
興
味
が
あ
る
。

　
今
後
の
研
究
の
た
め
に
、
そ
の
発
展
状
況
に
つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
ぎ
な
が
ら
、
発
表
の
年
代
を
追
つ
て
、
跡
づ
け
て
み
る
。
資
料
的
な
意
味

で
、
参
考
と
思
わ
れ
る
事
項
を
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会
学
の
手
法
を
用
い
て
、
裁
判
官
の
研
究
を
行
な
つ
た
最
初
の
試
み
は
、
一
九
六
〇
年
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
①
妻
巴
浮
角
困
o
算
①
ひ
9
Φ
零
o
算
震
α
R
O
び
①
二
き
α
o
ω
鴨
ユ
9
冨
α
段
b
⊆
巳
の
ω
お
讐
び
一
蔚
国
言
o
ご
R
亀
甲
彗
α
ω
o
臥
巴
ω
け
葺
一
ω

け
一
ω
9
①
》
昌
巴
協
Φ
．
田
山
ヨ
ど
茜
R
智
日
ど
9
騰
日
≦
三
ω
。
冨
寡
・
§
α
O
の
ω
。
一
一
ω
9
象
什
巷
o
毎
貰
一
〇
①
9
ω
・
漣
一
－
N
蜜

　
②
幻
巴
臣
U
魯
お
区
o
貸
】
W
の
目
①
詩
琶
鴨
昌
N
霞
ω
o
N
巨
①
口
浮
蒔
琶
津
量
q
ω
邑
一
琶
晦
α
巽
困
9
酔
R
き
O
ぴ
R
宣
＆
o
ω
α
q
巽
一
〇
窪
Φ
員

閃
ぎ
ぼ
一
賃
甜
N
霞
ω
o
鼠
o
一
〇
鴨
o
α
段
α
o
⊆
房
9
窪
O
ぴ
R
ω
3
一
。
貰
Φ
ぴ
o
巳
P
もo
』
①
O
－
ミ
q
●

　
論
文
①
は
、
後
に
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
八
五
六
人
の
高
等
裁
判
所
裁
判
官
を
対
象
と
し
た
実
態
調
査
を
分
析
し
た
結
果
に
も
と
づ
き
、
西
ド

イ
ッ
の
裁
判
官
の
社
会
的
構
造
に
関
す
る
仮
説
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
高
等
裁
判
所
長
官
の
協
力
を
得
て
、
裁
判
官
の
身
上
調
書
か
ら
、

生
年
月
目
、
出
身
地
な
ど
九
項
目
に
つ
き
、
バ
ン
チ
カ
ー
ド
に
記
録
し
、
分
析
を
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
、
年
齢
層
、
出
身
地
、
父
親
の
職
業
、

妻
の
父
親
の
職
業
、
国
家
試
験
に
関
す
る
事
項
、
高
裁
判
事
、
地
裁
部
長
に
任
命
さ
れ
た
事
項
、
従
軍
期
間
、
捕
虜
期
間
、
軍
歴
に
つ
い
て
分
析

を
行
な
つ
て
い
る
。

　
論
文
②
は
、
リ
ヒ
タ
ー
の
論
文
①
に
用
い
ら
れ
た
資
料
を
素
材
と
し
て
、
そ
こ
に
現
わ
れ
た
各
種
の
デ
ー
タ
ー
を
も
と
に
、
裁
判
官
の
社
会
階

層
の
分
析
を
行
な
い
、
出
身
階
層
と
現
在
の
階
層
と
の
間
に
移
動
の
な
い
こ
と
、
同
＝
口
同
裁
管
内
で
出
生
し
、
勤
務
し
て
居
り
、
階
層
意
識
が
固



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

定
化
し
、
従
つ
て
、
保
守
的
な
立
場
を
と
り
や
す
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
ダ
1
レ
ン
ド
ル
フ
が
行
な
つ
て
い
る
一
連
の
西
ド
イ
ッ
の
エ

リ
ー
ト
の
研
究
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
中
で
、
労
働
者
の
子
弟
が
将
来
、
こ
の
階
層
に
入
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
。

　
リ
ヒ
タ
ー
が
そ
の
翌
年
に
発
表
し
た
論
文
③
名
亀
9
R
困
o
算
9
N
ξ
ω
o
N
芭
馨
歪
国
ε
『
α
R
号
暮
ω
9
窪
覆
9
9
お
9
鋒
計

U
窪
房
3
①
困
9
3
鵠
虫
ε
お
」
8
一
●
ω
●
一
8
南
8
●
は
、
①
と
同
じ
材
料
を
用
い
、
裁
判
官
に
向
け
た
雑
誌
の
性
質
上
、
特
に
、
裁
判
官
の

関
心
を
ひ
ぎ
そ
う
な
テ
ー
マ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
要
約
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
特
に
目
新
ら
し
い
も
の
は
な
い
。

　
一
九
六
三
年
に
公
刊
さ
れ
た
論
文
、
④
男
ユ
9
ユ
9
国
弩
一
訳
3
一
9
U
R
8
暮
零
冨
匹
。
犀
震
琶
α
α
霧
号
目
o
ξ
簿
一
零
訂
O
霧
9
N
）

》
旨
三
く
注
賊
9
＜
ま
篭
零
冨
勺
蚕
邑
の
”
ω
α
」
8
℃
お
8
・
の
一
〇
令
旨
o
。
は
、
必
ず
し
も
、
社
会
学
的
な
手
法
を
用
い
た
論
文
と
は
い
え
な
い

が
、
ダ
ー
レ
ソ
ド
ル
フ
の
論
文
②
に
お
い
て
、
ド
イ
ッ
法
曹
に
対
し
て
攻
撃
さ
れ
て
い
る
論
点
に
つ
き
、
戦
後
の
判
例
を
ひ
き
な
が
ら
、
反
論
を

し
て
い
る
点
に
、
若
干
興
味
を
覚
え
る
。
全
体
と
し
て
は
、
判
例
を
通
し
て
見
た
裁
判
官
の
法
意
識
の
変
化
を
摘
示
し
た
論
文
で
あ
る
。

　
一
九
六
五
年
に
は
、
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
発
言
に
対
し
て
、
活
溌
な
応
酬
が
見
ら
れ
た
。

　
⑤
勾
巴
剛
U
餌
年
Φ
＆
o
貸
N
弩
ω
o
臨
o
一
〇
屯
①
α
①
ω
惣
o
算
R
即
U
Φ
9
ω
魯
Φ
覆
o
馨
R
N
o
津
琶
斡
一
〇
①
㎝
■
ψ
望
P

　
⑥
寓
き
ω
↓
三
①
篭
Φ
箆
R
一
N
震
ω
○
獣
o
一
〇
α
Q
一
①
α
震
甘
こ
ω
膏
o
ご
窪
ω
Φ
遵
措
言
U
①
暮
ω
9
冨
注
－
国
言
①
国
目
≦
箆
Φ
歪
o
閃
－
鳩
①
ぴ
o
注
欝

もり

。
駆
一
1
“
9

　
⑥
は
、
⑤
に
対
す
る
反
論
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
又
、
此
の
年
に
は
、
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
弟
子
で
あ
る
ッ
ア
ッ
プ
の
編
集
に
な
る
著
書
、
ω
Φ
律
感
鵯
　
N
ξ
　
》
墨
ぞ
器
α
R
号
暮
ω
o
冨
昌

○
び
R
ω
9
8
鐸
の
中
で
、
特
に
、
⑦
甘
匿
§
霧
蜀
8
貫
9
0
ω
琶
α
2
腎
鐸
R
”
浮
詩
琶
登
閤
貰
ユ
の
お
二
鼠
診
霧
毛
四
置
α
零

冒
二
舞
冨
9
窪
田
一
貫
害
Φ
注
P
ω
。
O
甲
＝
o
。
と
⑧
≦
o
一
凝
壁
晦
N
巷
ひ
9
0
く
R
矩
巴
辞
霞
α
段
ζ
碧
窪
●
鼠
緯
震
巨
一
〇
昌
目
B

ω
o
N
芭
冥
o
睦
α
震
ま
ぽ
R
窪
ω
Φ
”
日
8
霧
o
富
P
筈
9
3
噂
ψ
ミ
あ
“
・
も
、
注
目
に
価
す
る
業
績
で
あ
つ
た
。

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
　
（
三
〇
九
）



　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
（
三
一
〇
）

　
論
文
⑤
は
、
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
が
一
九
六
四
年
五
月
に
、
テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
開
催
さ
れ
た
弁
護
士
大
会
の
席
上
で
行
な
つ
た
「
ド
イ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

の
法
曹
」
に
関
す
る
講
演
の
中
か
ら
、
主
と
し
て
裁
判
官
に
関
す
る
部
分
を
、
弁
護
士
雑
誌
か
ら
抜
葦
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
論
文
⑥
は
、
右
の
論
文
の
中
で
指
摘
さ
れ
た
事
実
に
対
し
て
、
細
か
な
反
論
を
行
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
は
、
序
説
、
許
さ
れ
ざ
る

一
般
化
の
危
険
、
論
述
の
覆
線
の
基
礎
と
し
て
の
評
価
・
推
測
な
ど
、
多
用
さ
れ
た
概
念
の
明
確
化
の
蝦
疵
、
論
述
の
帰
結
の
正
し
さ
の
綴
疵
、

計
測
の
過
誤
、
出
発
点
に
対
す
る
争
点
、
結
論
に
分
れ
、
社
会
学
者
が
仮
説
を
た
て
る
に
際
し
て
犯
し
が
ち
な
、
わ
ず
か
な
デ
ー
タ
ー
か
ら
大
胆

な
仮
説
を
提
起
す
る
こ
と
に
対
す
る
鋭
い
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
若
干
、
あ
げ
足
と
り
に
陥
つ
て
い
る
き
ら
い
は
あ
る
。

　
論
文
⑦
で
は
、
司
法
年
鑑
な
ど
の
資
料
や
質
問
紙
法
を
用
い
て
、
二
二
〇
人
の
連
邦
裁
判
官
に
つ
い
て
、
そ
の
出
身
地
と
教
育
、
職
歴
と
選
任
、

第
三
帝
国
時
代
の
連
邦
裁
判
官
と
憲
法
裁
判
所
裁
判
官
、
連
邦
裁
判
官
の
出
身
階
層
に
つ
い
て
報
告
を
し
て
い
る
。

　
論
文
⑧
は
、
一
九
六
二
年
に
内
務
省
に
所
属
す
る
七
三
八
人
の
上
級
公
務
員
に
つ
い
て
、
出
身
地
、
社
会
階
層
な
ど
を
調
査
し
、
併
せ
て
、
各

州
の
高
級
官
僚
の
社
会
像
を
分
析
し
、
そ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
キ
ュ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
と
対
比
し
て
い
る
。

　
勿
論
、
こ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
法
律
職
と
非
法
律
職
と
に
必
ず
し
も
分
け
て
考
察
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
本
稿
に
あ
げ
た
他
の
論
稿

と
直
ち
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
、
西
ド
イ
ッ
の
支
配
階
層
の
特
徴
を
検
討
す
る
の
に
参
考
と
な
る
論
述
が
見
ら
れ
る
。

　
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
と
テ
ィ
ー
ア
フ
ェ
ル
ダ
ー
と
の
論
争
は
翌
年
に
も
繰
り
か
え
さ
れ
た
。

　
⑨
勾
巴
胤
U
四
ぼ
o
民
o
昼
O
o
ω
o
一
一
ω
o
冨
津
β
＆
U
①
日
o
ξ
葺
一
。
一
p
U
o
暮
ω
魯
一
き
9
一
8
9
ω
・
N
O
O
舞

　
⑩
寓
き
ω
↓
霞
①
鳳
o
一
α
①
び
国
日
蒔
o
O
ぴ
①
二
紹
き
鵬
Φ
旨
N
霞
勾
o
一
一
①
α
R
甘
ぽ
ω
件
窪
一
p
勾
巴
賄
U
魯
お
巳
o
凱
ω
≦
Φ
詩
＝
O
Φ
ω
o
一
一
ω
o
富
津

⊆
巳
U
①
嚢
）
ξ
緯
一
Φ
ぼ
U
①
暮
ω
9
一
き
q
．
．
”
U
窪
富
9
①
空
9
富
旨
①
答
仁
畠
」
8
9
ψ
N
S
－
ω
0
9

　
此
の
年
に
は
、
ケ
ル
ン
大
学
の
法
学
叢
書
に
、
⑪
遷
き
ω
N
＆
お
8
き
P
N
ξ
ω
O
N
互
O
鴨
Φ
8
ω
困
o
馨
R
ω
冒
α
R
切
§
8
曽
8
昌
一
涛

U
窪
房
o
窪
き
ρ
お
3
が
出
た
。



　
こ
の
ツ
ウ
ィ
ン
グ
マ
ン
の
著
書
に
少
し
遅
れ
て
、
⑫
名
巴
魯
震
　
田
3
＄
き
N
霞
8
註
o
一
〇
讐
ω
3
窪
　
ω
賃
爵
ε
『
α
R
　
8
暮
ω
9
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

幻
ざ
算
R
ω
9
錬
“
一
8
0
0
が
出
た
。

　
そ
し
て
、
此
の
年
に
は
、
⑬
U
坤
①
9
霞
頴
魯
P
O
悪
o
ω
崔
o
露
臣
家
o
窪
9
U
窪
仲
零
ぎ
困
魯
冨
醤
㊤
ε
昌
α
q
｝
一
8
0
。
．
ψ
o。
や
o
。
㎝
も
出
て

い
る
。

　
論
文
⑨
は
、
⑤
の
内
容
を
若
干
縮
め
て
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
⑩
は
、
⑤
に
つ
い
て
述
べ
た
「
ド
イ
ッ
の
法
曹
」
を
再
録
し
た
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
著
書
の
当
該
部
分
の
批
判
で
あ
つ
て
、
そ
の
論
争
点
は
、

す
で
に
⑥
で
展
開
さ
れ
た
手
法
と
似
て
い
る
。
エ
リ
ー
ト
と
い
う
概
念
、
法
律
家
及
び
裁
判
官
に
関
す
る
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
仮
説
を
反
駁
し
て

い
る
。

　
⑪
は
、
か
な
り
詳
し
い
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
資
料
は
、
リ
ヒ
タ
ー
の
調
査
の
ほ
か
、
二
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
そ
の

他
の
裁
判
官
や
判
事
補
に
対
し
て
、
独
自
に
調
査
し
た
デ
ー
タ
ー
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
大
要
、
裁
判
官
の
出
身
社
会
階
層
、
そ
の
社
会
的
特

権
、
そ
の
職
務
上
の
地
位
と
政
治
的
諸
力
の
影
響
、
裁
判
官
の
仕
事
と
そ
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
分
説
さ
れ
て
い
る
。

　
⑫
も
単
行
本
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
材
料
は
、
主
と
し
て
、
①
と
③
の
調
査
結
果
で
あ
る
が
、
フ
ェ
ー
ス
ト
の
業
績
な
ど
に
も

ふ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
テ
ィ
ー
ア
フ
ェ
ル
ダ
ー
の
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
批
判
に
は
ふ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

　
⑬
は
、
歴
史
上
、
権
力
に
対
し
て
抵
抗
し
た
裁
判
官
の
人
間
像
を
紹
介
し
た
論
文
で
あ
つ
て
、
抑
圧
さ
れ
た
人
々
の
立
場
に
立
つ
裁
判
官
の
任

務
を
説
く
。

　
一
九
六
九
年
に
は
、
⑭
妻
巴
些
震
覆
3
8
び
閃
Φ
B
Φ
爵
…
閃
窪
N
自
ω
9
芭
馨
笙
痒
霞
α
段
霞
。
犀
震
零
富
P
U
窪
叶
零
ぽ
困
9
S
嵩
包
『

ε
p
堕
お
＄
・
幹
認
6
0
。
の
ほ
か
に
、
ケ
ル
ン
大
学
の
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
の
弟
子
で
、
そ
の
主
宰
す
る
中
流
層
研
究
所
の
研
究
員
で
あ
る
カ
ウ
ペ
ン

の
著
書
、
⑮
≦
O
一
蒔
雪
鵬
区
き
需
P
9
①
瞑
薄
震
＜
8
幻
9
拝
仁
P
α
O
益
妻
口
酋
9
0
8
随
巴
Φ
＝
①
美
§
P
騨
臥
Φ
夏
轟
二
P
α

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
ゴ
ニ
一
）



　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
（
三
一
二
）

＞
霧
び
ま
毒
鵬
α
R
8
暮
ω
9
①
づ
冒
ユ
ω
＄
P
お
＄
が
公
刊
さ
れ
、
こ
こ
に
、
実
証
的
な
裁
判
官
研
究
の
一
つ
の
集
大
成
が
見
ら
れ
た
。

　
こ
の
年
に
は
、
さ
ら
に
、
注
目
に
価
す
る
著
書
、
室
匹
器
い
昌
ヨ
き
コ
い
譜
三
ヨ
緯
沖
8
α
ξ
3
く
①
焦
昌
お
P
お
＄
が
出
版
さ
れ
、
こ
の

中
で
、
裁
判
過
程
の
分
析
が
な
さ
れ
た
。

　
論
文
⑭
は
、
前
出
の
著
書
⑫
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
裁
判
官
向
け
に
要
約
し
て
示
め
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
⑮
は
、
社
会
学
の
手
法
を
と
り
入
れ
て
書
か
れ
た
最
も
詳
細
な
著
述
の
一
つ
で
あ
り
、
各
種
の
調
査
デ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
、
さ
ら
に
、
法
律
家

の
職
務
と
地
位
に
関
す
る
二
〇
〇
点
以
上
の
雑
誌
論
文
の
内
容
を
分
析
し
、
さ
ら
に
は
、
三
〇
人
に
一
人
の
割
合
で
裁
判
官
・
検
察
官
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
送
つ
て
、
回
収
し
た
資
料
を
分
析
し
た
。
こ
こ
で
の
調
査
は
、
個
人
に
つ
い
て
の
一
身
上
の
デ
ー
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、
意
見
を
も
求
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

そ
の
解
答
か
ら
、
法
意
識
の
分
析
を
も
行
な
つ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
ル
ー
マ
ン
の
著
書
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
村
上
淳
一
氏
の
紹
介
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
略
す
。

　
一
九
七
〇
年
に
な
る
と
、
こ
の
種
の
研
究
は
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
つ
て
く
る
。

　
⑯
≦
巴
け
R
ρ
≦
昌
箪
琶
F
N
q
日
O
o
器
房
9
鉱
房
ぴ
ま
号
ω
冒
膏
冨
P
一
S
ρ
こ
の
本
は
、
一
九
六
四
年
に
ア
メ
リ
カ
で
公
刊
さ
れ
た

も
の
の
独
訳
で
あ
る
。

　
こ
の
年
に
は
、
そ
の
他
、
⑰
頃
＝
ぴ
①
旨
勾
o
注
窪
爵
2
N
巽
ど
臥
o
一
〇
讐
①
ユ
9
需
島
3
9
寓
き
α
巴
霧
・
区
葺
一
ω
9
0
甘
呂
N
や
ご
β

国
①
津
G
。
”
ψ
鵠
ω
6
0
ρ
お
§
．
国
o
津
一
℃
P
①
㌣
o。
・

。
や
⑱
勾
ま
蒔
R
審
9
密
き
p
勾
o
蔚
唐
α
国
具
零
冨
置
目
磯
号
ω
匹
o
鐸
震
幹
国
ぎ

ω
o
臥
o
一
〇
触
ω
魯
R
等
〇
三
。
ヨ
ざ
け
巴
o
堕
冒
“
霞
”
浮
o
協
巽
F
四
。
ぼ
ω
α
q
空
富
ξ
び
二
9
｛
旨
即
①
3
房
ω
o
魁
o
一
〇
α
q
一
〇
琶
α
寄
。
ゴ
什
ω
9
。
o
ユ
ρ

b
些
ど
お
刈
ρ
の
ω
o。
一
－
合
①
が
出
た
。

　
そ
し
て
、
ギ
ー
セ
ン
大
学
の
ラ
イ
ザ
ー
の
論
文
、
⑲
↓
ぎ
ヨ
霧
肉
鉱
ω
9
≦
器
呂
旨
什
象
①
oD
9
巨
β
5
号
筥
菊
0
9
辞
り
甘
ユ
暮
窪
器
学

言
轟
》
ご
ぎ
。
ψ
8
望
鶏
一
が
、
司
法
過
程
の
研
究
に
お
け
る
法
社
会
学
の
寄
与
に
つ
い
て
論
じ
た
。



⑯
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ッ
と
外
国
の
法
律
家
・
非
法
律
家
六
三
人
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
な
い
、
そ
の
他
、
合
計
一
三
〇
人
も
の
人
々
と
コ
ソ

タ
ク
ト
を
と
つ
て
、
法
律
家
の
社
会
像
を
明
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

　
論
文
⑰
は
、
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
著
書
⑳
の
先
駆
的
な
業
績
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
論
文
⑱
は
、
前
出
・
村
上
淳
一
氏
の
論
文
の
中
で
、
詳
し
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
割
愛
す
る
。

　
⑲
は
、
著
者
が
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
私
講
師
に
就
任
し
た
と
き
の
講
演
で
あ
つ
て
、
裁
判
官
の
法
社
会
学
的
研
究
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い

る
。
法
律
科
の
学
生
が
、
い
た
ず
ら
に
条
文
の
末
梢
的
な
解
釈
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
生
き
た
現
実
を
経
験
科
学
的
に
と
ら
え
て
、
正
し
い

解
決
を
考
え
る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
七
一
年
に
も
、
注
目
す
べ
き
著
作
が
生
れ
て
い
る
。

　
⑳
名
o
一
凝
き
閃
訳
き
冨
ロ
ー
↓
富
o
国
器
Φ
ぎ
『
P
U
一
①
冒
ω
二
N
N
三
ω
魯
窪
O
ぼ
轄
お
富
ω
審
象
仁
＆
U
o
目
o
ξ
簿
貫
這
目
と
⑳

区
貰
一
1
9
9
R
O
署
－
園
鼠
蒔
段
勺
窪
良
Φ
登
H
α
①
o
一
〇
旭
①
⊆
包
男
畏
件
窪
ぎ
8
『
勾
①
9
房
實
o
o
言
昌
閃
。
田
冨
ω
o
臥
o
一
〇
ひ
9
肪
3
①
q
三
R
l

霊
9
⊆
昌
閃
菩
震
量
ω
q
旨
亀
一
B
ω
q
畦
震
o
器
霧
鴇
這
譲
が
そ
れ
で
あ
る
。
少
し
傾
向
を
異
に
す
る
が
、
⑳
閑
o
訂
旨
霊
零
冨
さ
9
0

≦
Φ
淳
震
獣
一
9
き
閃
α
8
勾
g
窪
ω
α
巽
o
び
＆
o
国
8
耳
ω
冥
g
げ
信
昌
α
q
｝
お
ヨ
も
あ
る
。

　
⑳
は
、
⑮
を
書
く
に
つ
い
て
蒐
集
し
た
デ
ー
タ
ー
に
も
と
づ
ぎ
、
項
目
を
「
裁
判
官
と
検
察
官
」
「
民
事
裁
判
官
と
刑
事
裁
判
官
」
「
区
裁
判
官

と
地
裁
裁
判
官
」
「
裁
判
官
の
キ
ャ
リ
ア
の
条
件
」
に
分
け
、
興
味
深
い
分
析
を
試
み
て
い
る
。

　
⑳
は
、
主
と
し
て
刑
の
量
定
に
際
し
て
現
わ
れ
る
裁
判
官
の
法
意
識
、
価
値
観
を
分
析
し
て
い
る
が
、
女
性
犯
罪
者
に
対
す
る
処
罰
と
女
性
観

な
ど
、
興
味
の
あ
る
発
言
が
あ
る
。
詳
細
な
質
問
紙
を
用
い
、
一
九
六
四
年
七
月
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
五
〇
〇
人
の
裁
判
官
の
う
ち
、
解
答
を

寄
せ
た
二
七
六
人
の
調
査
表
に
現
れ
た
デ
ー
タ
ー
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
⑳
は
、
裁
判
官
に
よ
る
法
の
発
見
、
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
裁
判
官
法
（
家
魯
3
霞
の
。
馨
）
の
現
代
的
意
義
を
論
じ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
法
社
会

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
（
三
二
二
）



　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
（
ゴ
ニ
四
）

学
的
な
論
述
と
い
う
よ
り
も
、
法
理
論
的
な
性
幡
を
も
つ
が
、
し
か
し
、
法
の
適
用
の
現
実
を
鋭
く
解
明
し
て
い
る
点
で
注
目
し
て
よ
い
。

　
以
下
、
簡
単
に
、
文
献
の
み
あ
げ
て
お
く
。
一
九
七
二
年
に
な
る
と
、
こ
の
趨
勢
は
、
さ
ら
に
進
む
。

　
⑳
男
ま
耐
震
い
き
仲
旨
磐
P
冒
ω
叶
一
N
l
島
o
ω
亀
一
①
O
Φ
巧
巴
“
一
〇
葺
⑳
↓
び
Φ
○
閑
霧
魯
○
鰐
｝
国
①
o
鐸
ω
臣
注
皿
昌
鵬
琶
α
O
Φ
ユ
o
窪
ω
R
簿
×
一
ω
”

乞
窪
①
冒
器
器
9
Φ
毛
o
。
冨
⇒
の
。
ぼ
浮
」
S
N
ω
・
o。
一
－
o
。
①
●
⑳
区
o
目
＆
評
α
Φ
ぎ
び
い
紹
三
目
鋤
江
o
口
琶
α
9
窪
N
窪
ユ
9
け
①
注
9
R

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
33
）

幻
Φ
o
窪
器
冒
量
堕
2
窪
o
甘
ユ
誓
冨
9
①
（
0
9
窪
8
ぼ
一
控
這
鳶
ψ
ら
O
ム
嶺
な
ど
の
業
績
が
出
た
。

　
司
法
の
研
究
の
状
況
に
対
し
て
、
こ
れ
を
客
観
的
に
冷
静
に
紹
介
す
る
者
も
い
れ
ば
、
⑳
↓
ぎ
ヨ
霧
菊
巴
ω
R
）
両
冒
建
ぼ
q
薦
　
ぎ
9
0

胃
Φ
3
冨
8
臨
o
δ
ひ
Q
5
ゼ
＞
鼠
一
。
ご
認
｝
P
》
無
一
●
お
お
●
ψ
N
一
6
S
こ
れ
と
は
逆
に
、
批
判
的
な
発
言
を
す
る
者
も
い
る
⑳
頃
雪
ω
↓
置
①
で

噛
Φ
一
α
o
ツ
N
q
O
Φ
5
0り
蜜
＝
α
℃
⊆
昌
茸
o
⇒
仁
ご
α
冒
O
屯
8
げ
犀
①
津
①
昌
α
R
旨
二
ω
江
賊
○
拐
o
ず
仁
昌
閃
ぎ
∪
Φ
9
ω
o
置
餌
p
ρ
U
①
暮
ω
o
び
o
幻
一
〇
鐸
Φ
N
N
色
ε
昌
堕

一
〇
刈
N
。
ω
。
N
α
刈
ー
N
①
ω
．

　
そ
し
て
、
一
九
七
三
年
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
司
法
研
究
に
対
す
る
ま
と
め
を
す
る
者
、
発
言
し
た
事
項
を
自
己
の
体
系
書
の
中
に
積
極
的

に
と
り
入
れ
る
者
が
次
々
と
著
書
、
論
文
を
公
刊
し
た
。
そ
の
主
た
る
著
作
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
⑳
頃
畦
o
一
α
閤
o
o
F
N
β
『
田
⇒
ま
げ
吋
仁
⇒
嚇
一
鐸
ω
鉱
臥
o
富
o
げ
仁
p
α
Q
－
甘
ユ
ω
ぼ
ω
o
ゴ
①
ω
o
げ
三
仁
昌
堕
一
〇
お
・
ψ
蒔
謡
ム
凝
・

　
⑳
名
巴
3
巽
菊
8
算
Φ
び
N
貫
ω
o
亀
o
＝
ε
コ
閃
α
霞
コ
震
犀
以
p
津
山
Φ
の
国
一
〇
窪
R
ω
注
『
島
o
国
暮
ω
o
ゲ
Φ
箆
自
昌
閃
ω
ぴ
に
α
⊆
旨
堕
一
〇
お
，

　
⑳
＝
忌
①
旨
勾
○
庄
窪
9
Φ
さ
困
o
窪
㊤
，
一
一
魯
Φ
ω
｝
岡
き
α
o
一
p
N
貫
区
葺
鱒
α
震
甘
こ
ω
酔
一
ω
魯
窪
U
O
閃
ヨ
緯
一
ぎ
一
〇
お
。

　
⑳
〆
巽
一
－
9
卑
R
O
℃
℃
）
しo
o
臨
o
一
〇
短
o
冒
勾
Φ
9
“
一
〇
お
。
ω
●
崔
一
山
田
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
⑫
U
O
8
浮
s
勺
g
①
β
困
。
算
Φ
り
ぎ
9
窪
ω
け
α
震
竃
碧
貫
お
刈
し
。
・

　
（
鍛
）
　
勿
論
、
こ
こ
に
列
挙
す
る
も
の
以
外
に
も
、
裁
判
官
研
究
は
な
か
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
法
社
会
学
的
な
研
究
と
は
ユ
、
一
・
え
な
い
が
、
し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
裁
判
官
制
度

　
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
》
一
ぼ
9
拝
白
”
的
器
び
U
9
匹
o
耳
R
・
O
Φ
零
E
o
犀
ヂ
巴
容
冨
＝
①
閃
墜
ぴ
q
o
P
園
9
9
B
冥
〇
三
〇
ヨ
9
一
3
¢
が
あ
つ
た
し
、
キ
ル
ヒ
ナ
ー
判
事
の

　
論
文
三
編
が
あ
る
。



9
ニ
ヨ
容
ぎ
①
5
寄
一
魯
農
R
一
g
叶
琶
儀
野
民
①
ω
鵬
①
ユ
畠
什
昌
鼻
望
益
匿
お
噂
ざ
識
ρ
＞
箒
お
蟄
の
き
5
｝
窪
の
g
塁
轟
貫
乱
o
り
。
注
。
訂
鉱
の
①
冒
R
峯
什
、

αq

一
回
区
①
さ
∪
Φ
葺
の
畠
。
霞
畠
辞
①
蕊
。
巨
擢
口
。
蜜
ω
・
一
。
下
一
一
。
る
。
一
畠
舞
ヨ
く
些
の
。
匿
眺
三
＆
野
＆
窃
2
髪
、
餌
富
。
一
糞
又
切
Φ
霊
h
昌
①
肘
ざ
氏
“
≧
叶
霞
の
墜
ω
”
ヨ
，

墓
昌
餌
一
茜
毒
α
ω
9
一
。
院
舞
＝
ξ
R
器
琶
歪
g
Φ
σ
窪
3
サ
ψ
匿
－
遭
q
…
（
）
σ
段
旨
峯
（
三
①
⊇
＆
o
げ
Φ
肇
①
ω
雷
・
一
弩
暑
〔
F
一
5
一
昌
（
一
g
霊
旨
ヨ
Φ
一
二
①
昌

号
。
。
寄
一
g
ω
毒
α
α
巽
曽
且
Φ
ω
お
讐
σ
一
皆
N
ξ
o
。
ω
。
露
9
け
①
一
再
震
≦
昏
三
ξ
二
｛
隻
…
（
一
N
・
二
ξ
¢
コ
）
鴛
一
窪
・
窪
け
畦
一
巴
蚕
｝
ガ
ニ
α
q
一
｛
Φ
劉
｝
u
①
三
。。
畠
①

菊
一
〇
拝
R
N
o
一
葺
昌
騨
一
霧
N
。
ω
・
N
＄
！
b
o
O
一
。

（
25
）
幻
巴
｛
審
ぼ
。
呂
＆
噛
o
①
ω
①
＝
ω
9
聾
琶
伍
零
Φ
一
颪
け
・
N
霞
の
。
N
一
。
一
。
管
。
一
蓉
ぎ
巴
図
ω
。
α
霞
o
Φ
α
q
Φ
暑
壁
し
8
9
ω
・
爵
s

（
2
6
）
　
こ
の
論
文
は
、
1
社
会
学
と
上
層
階
層
、
2
高
等
裁
判
所
の
裁
判
官
の
社
会
的
状
況
、
3
上
層
の
部
分
と
し
て
の
裁
判
官
、
4
裁
判
官
と
国
家
、
5
裁
判
官
と
社
会
の
五
つ
の
部

　
分
に
分
け
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）
寄
一
h
u
四
日
①
且
。
昼
N
畦
ω
。
N
一
。
一
。
凶
一
①
号
ユ
邑
呂
ω
畠
魯
ω
Φ
毎
8
冒
∪
睾
ω
。
ぎ
＆
・
旨
暴
一
ぎ
軍
け
し
邊
・
潮
h
併
。。
＼
。
・
ω
』
一
①
ま

（
盤
）
　
本
書
の
書
評
、
国
帥
q
窟
P
》
8
置
く
暁
日
因
9
鐸
ω
，
麟
ロ
儀
O
っ
O
N
冨
な
田
一
8
ε
窯
P
閃
創
鴇
・
む
浮
ψ
＄
q
h

（
2
9
）
寄
罵
田
ぼ
Φ
区
。
罫
○
。
ω
Φ
一
一
の
9
轟
琶
α
U
昏
。
犀
冨
け
一
Φ
置
U
聲
け
ω
琶
き
9
ま
9
国
ε
5
U
一
Φ
冒
誘
け
窪
α
Φ
ω
ζ
。
β
8
。
一
ω
払
b
。
8
塁

（
30
）
　
本
書
の
書
評
、
↓
冨
○
男
帥
ω
魯
興
P
甘
ユ
ω
8
ロ
”
珪
ω
O
試
O
一
〇
鴨
ω
o
幕
導
頃
3
房
蜜
民
●
2
Φ
5
冒
増
富
江
8
冨
譲
8
ぽ
窃
O
ぼ
一
博
一
一
鶏
ρ
ψ
虞
L
N
①

（
3
1
）
　
前
出
・
注
1
5
、
注
4
。

奮
）
　
注
3
1
、
正
、
4
参
照
。

（
詔
）
　
こ
の
論
文
は
、
論
文
⑳
の
書
評
で
あ
る
。

（
誕
）
　
本
書
の
書
評
と
し
て
、
例
え
ぽ
、
問
巴
8
名
Φ
蒔
窪
謡
P
匹
o
窪
Φ
び
ω
○
風
9
0
讐
①
賃
民
O
窪
o
ω
。
。
Φ
亮
田
8
憎
9
①
箏
一
F
囚
ユ
ヨ
一
ぎ
一
〇
喰
ω
9
霧
冒
仁
3
巴
・
ρ

　
｝
堕
レ
鴇
↑
9
a
O
h
劫
国
Φ
冒
N
蜜
亀
『
7
U
一
9
き
N
巴
＄
o
ぽ
二
津
h
貫
ω
貫
鉱
く
o
＝
墜
騨
臼
帥
ぼ
鵯
β
騎
鴇
噸
お
鐸
9
園
ω
い
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
の
現
状

　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
を
調
査
す
る
に
当
つ
て
、
ま
ず
、
そ
の
正
確
な
数
を
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
九
七
一
年
現
在
、
西
ド
イ
ッ
の
職
業
裁
判
官
の
総
数
は
、
一
二
、
九
五
四
人
で
、
こ
の
り
ち
女
性
の
裁
判
官
は
、
九
六
四
人
で
あ
る
。
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
35
）

対
し
て
、
検
察
官
は
二
、
七
〇
九
人
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
女
性
の
検
察
官
は
、
一
四
七
人
で
あ
る
。
弁
護
士
の
数
は
、
二
三
、
五
九
九
人
と
記
録

　
　
　
　
（
3
6
）

さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
四
年
版
の
司
法
便
覧
（
田
且
冨
9
号
吋
冒
ω
言
）
に
よ
る
と
、
裁
判
官
と
検
察
官
の
総
数
は
、
概
算
で
一
七
、
七
五
〇
人
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

あ
る
か
ら
、
こ
の
数
は
、
次
第
に
増
大
し
て
い
る
。
法
治
国
家
（
容
9
毎
の
鼠
8
と
は
、
裁
判
官
国
家
（
空
9
＄
簗
影
叶
）
の
こ
と
か
と
言
い
た
い

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
（
ゴ
ニ
五
）



　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て

よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
38）

こ
の
裁
判
官
が
、
各
種
の
裁
判
所
に
所
属
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
示
め
す
の
が
第
一
表
で
あ
る
。

二
〇
　
　
　
　
（
一
二
一
六
）
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P
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α
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ε
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＾
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裁
判
官
の
数
は
、
一
九
六
一
年
か
ら
七
一
年
に
か
け
て
の
一
〇
年
間
に
一
一
・
五
六
％
増
加
し
た
。
ち
な
み
に
、
一
九
六
一
年
は
二
、
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
39
）

九
人
で
あ
つ
た
が
、
一
九
七
一
年
に
は
一
二
、
九
五
四
人
と
な
り
、
一
、
三
四
五
人
増
員
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

　
年
齢
構
成
の
点
を
み
る
と
、
五
〇
歳
以
上
の
裁
判
官
の
割
合
は
、
次
第
に
減
少
し
て
い
る
。
一
九
六
三
年
七
月
一
日
に
は
五
〇
％
、
一
九
六
七

年
一
月
一
日
に
は
四
六
％
、
一
九
六
九
年
一
月
一
目
に
は
四
〇
％
、
一
九
七
一
年
一
月
一
日
に
は
三
七
・
四
七
％
が
五
〇
歳
以
上
の
裁
判
官
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
五
歳
未
満
の
裁
判
官
は
、
大
体
、
二
〇
％
を
幾
分
越
え
て
い
る
。
一
九
六
七
年
一
月
一
目
に
は
二
、
六
〇
八
人
（
二
〇
．

七
％
）
、
一
九
六
九
年
一
月
一
日
に
は
三
、
○
〇
七
人
（
壬
二
・
五
％
）
、
一
九
七
一
年
一
月
一
目
に
は
二
、
八
六
一
人
（
二
二
。
一
％
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
と
こ
ろ
で
、
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
所
の
数
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
七
四
年
版
司
法
便
覧
に
よ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
通
常
裁
判
所
だ
け
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
最
高
裁
判
所
に
相
当
す
る
連
邦
裁
判
所
を
頂
点
と
し
て
、
高
等
裁
判
所
は
一
九
あ
る
。
地
方
裁
判
所
は
九
三
、
区
裁
判
所
は
六
三
四
あ
り
、
こ

れ
が
、
次
の
よ
う
に
分
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

　
カ
ー
ル
ス
ル
ー
工
高
裁
（
地
裁
九
、
区
裁
五
九
）
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
高
裁
（
地
裁
八
、
区
裁
六
〇
）
、
バ
ン
ベ
ル
ク
高
裁
（
地
裁
七
、
区
裁
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

八
）
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
高
裁
（
地
裁
九
、
区
裁
三
七
）
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
高
裁
（
地
裁
五
、
区
裁
一
七
）
、
ベ
ル
リ
ン
高
裁
（
地
裁
一
、
区
裁
七
）
、
ブ
レ

　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

ー
メ
ン
高
裁
（
地
裁
一
、
区
裁
三
）
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
高
裁
（
地
裁
一
、
区
裁
六
）
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
高
裁
（
地
裁
九
、
区
裁
五
八
）
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ワ

　
　
　
（
5
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

イ
ク
高
裁
（
地
裁
一
、
区
裁
九
）
、
ツ
ェ
レ
高
裁
（
地
裁
七
、
区
裁
五
三
）
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
高
裁
（
地
裁
三
、
区
裁
二
七
）
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
高

（
54
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
57
）

裁
（
地
裁
六
、
区
裁
三
六
）
、
ハ
ム
高
裁
（
地
裁
一
〇
、
区
裁
九
七
）
、
ケ
ル
ン
高
裁
（
地
裁
三
、
区
裁
二
四
）
、
コ
プ
レ
ン
ツ
高
裁
（
地
裁
四
、
区
裁
三
九
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
58
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
）

ッ
バ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
高
裁
（
地
裁
四
、
区
裁
一
八
）
、
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
高
裁
（
地
裁
一
、
区
裁
一
六
）
、
シ
ュ
レ
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
高
裁
（
地
裁
四
、

区
裁
五
〇
）
。

　
西
ド
イ
ッ
は
、
人
口
約
六
、
五
〇
〇
万
人
、
総
面
積
二
五
万
平
方
キ
・
で
あ
る
。
人
口
約
一
億
一
千
万
、
面
積
三
七
万
平
方
キ
・
の
わ
が
国
の
裁

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
　
（
三
一
七
）



　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
　
（
一
三
八
）

判
所
と
裁
判
官
の
数
を
考
え
併
せ
る
と
、
網
の
目
の
よ
う
に
ば
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
裁
判
所
の
数
は
、
ま
さ
に
驚
く
べ
き
程
で
あ
る
（
人
口
一
万
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

区
裁
判
所
が
一
つ
あ
る
勘
定
に
な
る
）
。

　
こ
の
裁
判
官
の
出
身
階
層
は
一
体
ど
う
で
あ
る
の
か
。

　
一
九
五
九
年
に
行
な
わ
れ
た
リ
ヒ
タ
ー
と
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
実
証
的
研
究
は
、
一
九
五
九
年
一
月
一
日
ま
で
に
調
査
し
え
た
八
五
六
人
の
高

　
　
　
　
　
　
（
62
）

裁
判
事
を
対
象
と
す
る
。
各
高
裁
長
官
の
協
力
を
え
て
、
被
調
査
者
の
個
人
記
録
か
ら
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
方
式
に
よ
つ
て
、
①
生
年
月
日
、
ω
出

第二表

裁判官
全体％

　　1．9

　11．0

　13．1

11．5

18．8

20．8

14．0

　7．4

　1．5

100．0

高裁判事
実数％

0．1

2．6

7．7

22．3

26．5

24．5

13．0

3．3

00．0

年生

1929　－　1933

1924　－　1928

1919　－　1923

1914　－　1918

1909　－　1913

1904　－　1908

1899　－　1903

1894　－　1898

1893年以前

年　　齢
（1959年）

26－30

31－35

36－40

41－45

46－50

51－55

56－60

61－65

66歳以上

一

0
1
2
3
4
5
6
7
8

表三第

人口と裁判
官の比例数

1910年のドイ

ツ国の人口
構成

高裁判事出身地の人口数

36

80

100

153

197

40．0

11．2

14．1

13．4

21．3

100．0

14．3

8．9

　　　　1
14．11

20．51

　　　　F

41．9

　0．31

100．ol

　　　　

2，000人以下

2，000人～5，000人

5，000人～20，eoO人

20，COO～100，000人

100，000人以上

　記斌なし



生
地
、
⑥
父
親
の
職
業
、
ω
妻
の
父
親
の
職
業
、
⑤
第
一
次
国
家
試
験
の
年
度
、
㈲
第
二
次
国
家
試
験
の
年
度
、
¢わ
高
裁
判
事
就
任
の
在
，
度
、
㈹

第
一
次
大
戦
従
軍
年
度
と
最
終
階
級
、
⑨
第
二
次
大
戦
従
軍
年
度
と
最
終
階
級
の
九
項
目
に
つ
い
て
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。

　
比
較
の
た
め
に
附
記
さ
れ
て
い
る
裁
判
官
一
般
の
年
齢
構
成
は
、
一
九
五
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
「
裁
判
官
」
と
い
う
著
書
に
示

　
　
　
　
　
　
　
（
63
）
　
　
　
（
64
）

め
さ
れ
た
数
字
で
あ
る
。
第
二
表
は
、
年
齢
構
成
で
あ
る
。

　
　
の
口

　
　
年
人

　
　
50

　

19

全

　　
｝

　
一

　
｝
官
班

　
　
　
　
『

表
㎜
旺

　
一
半

四
一
　
、
数

　
　
　
幽
　

第
｝
　
　
裁

80．9

2．1

9．2

7．6

r
き
k
r

　0．1

　0．1

100．0

実

73．7631

　　 　46．8

　　1　7．7

971　11．3

63！　7．4
　　1

49！　　5．7

101　　　1。2

　3i　　　O．4
　　i
　11　　　0．1　　1
　2i　　　o．2　　↓
S561 100。0

401

66

邦
国
　
内
州
ツ
ラ
区
の
土
ド
圏
｛
国
パ
国
し

ド
土
ハ
㈲
　
　

東
ソ
ン
ー
9
ド
ヨ
で
貯
て
ロ
ヨ
以
卸
煕

西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て

　
高
等
裁
判
所
の
判
事
に
任
命
さ
れ
る
に
は
、
か
な
り
長
い
実
務
経
験
を

必
要
と
す
る
か
ら
、
裁
判
官
全
体
の
中
で
、
四
五
歳
未
満
の
裁
判
官
の
占

め
る
割
合
が
三
分
の
一
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
高
裁
判
事
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
砺
）

わ
ず
か
に
一
〇
分
の
一
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

　
次
に
、
高
裁
裁
判
官
の
出
生
地
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
ー
を
示
め
し
た
の

　
　
　
総
～

が
、
第
三
表
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
一
九
一
〇
年
と
い
う
年
を
選
ん
だ
の
は
、

大
多
数
の
高
裁
判
事
が
、
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
二
二
年
に
か
け
て
生
ま

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
表
か
ら
分
る
こ
と
は
、
裁
判
官
と
い
う
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
67
）

業
が
、
都
市
型
の
職
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
68
）

　
第
四
表
は
、
そ
の
出
身
地
と
現
在
の
西
ド
イ
ッ
の
領
土
区
分
及
び
出
身

地
が
同
じ
高
裁
管
内
か
同
一
の
州
内
か
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ

る
。　

こ
の
表
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
裁
判
官
の
半
数
近
く
が
、
同
一
の

高
裁
管
内
に
生
ま
れ
、
同
一
の
州
に
生
れ
た
者
の
数
を
加
え
る
と
、
五
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
ゴ
ニ
九
）



第五表

2，000人以下

2，000人～
5，000人

5，000人～

20，000人

20，000人～

100，000人

100，000人以上

不明

総数

出身地別
裁判官数

9．2

5．8

12．9

プ
一7

女

ルゾ分
「
男

部
一

12．2

6．7

12．5

13・6

3．6

5．3

22．9　　24．9　　28．6

47．6　　40．9・57．1

　1．6　　2．8　　1．8

100．0100．0100．0

2，062　β39　56

判
数講

ユ
加
即

数
民
｝

住
　
一

32．6

10．6

13．4

13．2

30．2

　ケ100．OI

8∩
、
θ

55

6Q》

173

157

第六表

ドイツ連邦共和国

（内数）

同一の高裁管内

同一の州

東ドイツ

ソ連及びポーラン
ド占領地

1919年までのドイ
ツ領土

ヨーロッパのドイ
ツ語圏

その他のヨーロッ
パ諸国

ヨーロッパ以外の
外国

記載なし

総数部雛プ賑論辮
77．5183．6

　

55．7　　59．0

5．8

9．8

9．5

0．7

1．8

0．4

0．1

0．2

69．61　　59．1

　ト6．1 ，14．3

5．5

6，1

0．1

3．0

0．7

0．

0．1

39．3

5．4

12．5

63

23．2

15．9

1．8

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
（
三
二
〇
）

％
近
く
の
者
が
、
出
身
地
の
近
く
に
勤
務
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
西
ド
イ
ッ
が
連
邦
制
を
と
つ
て
お
り
、
裁
判
官
の
任
用

が
、
州
政
府
に
よ
つ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
第
三
表
と
箒
四
表
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
高
裁
判
事
の
多
く
は
、
同
一
の
高
裁
管

内
又
は
州
内
で
の
中
都
市
以
上
に
生
ま
れ
た
者
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
事
実
の
う
ち
、
出
身
地
に
関
す
る
デ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
リ
ヒ
タ
！
が
一
九
六
八
年
に
報
告
し
た
資
料
か
ら
抽
出
し
て
、
比
較
の
た
め

．
』
提
示
し
て
み
た
い
。
此
の
調
査
は
、
一
九
六
一
年
か
ら
六
五
年
迄
に
任
官
し
た
二
、
〇
六
二
人
の
裁
判
官
に
対
し
、
前
述
の
調
査
と
同
様
の
方
法



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
69
）

で
行
な
わ
れ
た
も
の
の
結
果
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
　
　
（
7
0
）

　
第
五
表
に
あ
る
部
分
グ
ル
ー
プ
と
は
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
バ
ン
ベ
ル
ク
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
、
＋
ル
デ
ン
ブ
ル

ク
、
コ
プ
レ
ン
ツ
、
ツ
バ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
、
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ブ
レ
ー
メ
ン
の
一
〇
高
裁
管
内
の
裁
判
官
六
九
七
名

　
　
（
7
1
）

を
さ
す
。
こ
れ
ら
の
裁
判
官
ば
、
性
別
を
明
示
し
て
解
答
し
た
の
で
、
細
か
い
分
析
が
可
能
で
あ
つ
た
。

　
第
三
表
ど
第
五
表
と
を
比
較
す
れ
ば
、
裁
判
官
の
”
都
市
型
傾
向
”
は
さ
ら
に
明
瞭
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
裁
判
官
が
、
比
較
的
若
い

世
代
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
殊
に
、
女
性
裁
判
官
が
、
男
子
以
上
に
、
大
都
市
出
身
者
に
よ
つ
て
そ
の
五
〇
％
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

上
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
特
に
注
目
を
ひ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

　
こ
の
調
査
の
り
ち
、
出
身
地
の
現
在
の
西
ド
イ
ッ
の
領
土
関
係
に
つ
い
て
、
第
六
表
を
見
て
み
る
。

　
第
六
表
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
西
ド
イ
ッ
で
生
れ
た
裁
判
官
の
数
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
、
敗
戦
の
混
乱
が
端
的
に
現
わ

れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
東
ド
イ
ッ
出
身
者
が
、
　
一
一
・
三
％
か
ら
七
・
八
％
に
減
少
し
た
の
に
対
し
て
、
ソ
連
及
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
占
領
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

出
身
の
者
は
、
七
・
四
％
か
ら
九
・
五
％
に
増
大
し
て
い
る
。
興
味
の
あ
る
の
は
、
同
一
高
裁
管
内
の
出
身
者
が
、
五
五
．
七
％
に
上
昇
し
た
点

で
あ
る
。
そ
し
て
、
部
分
グ
ル
ー
プ
の
男
子
裁
判
官
で
は
、
五
九
％
を
も
占
め
て
い
る
。
な
お
、
此
の
表
の
中
に
例
示
し
た
フ
ェ
ー
ス
ト
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

と
い
う
の
は
、
一
九
六
五
年
に
公
刊
さ
れ
た
論
文
の
中
で
、
二
二
〇
人
の
連
邦
裁
判
官
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
裁
判
官
の
父
親
の
職
業
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
階
層
を
解
明
す
る
の
が
次
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
76
）

　
階
層
を
示
め
す
基
準
と
し
て
、
ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
ょ
る
四
つ
の
社
会
層
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
中
の
上
（
○
げ
Φ
冨
呂
洋
Φ
一
零
霞
。
洋
）
・
自
由
業
、
上
級
公
務
員
、
中
企
業
の
経
営
者
、
支
配
人
。

　
中
の
下
（
冒
＄
誘
竃
葺
跨
§
8
窪
）
・
中
級
及
び
初
級
公
務
員
、
独
立
の
企
業
主
と
手
工
業
者
、
一
般
の
会
社
員
、
農
業
．
林
業
の
独
立
し
た

　
　
経
営
者
。

　
　
　
西
ト
イ
ツ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
（
三
二
一
）



第七表

西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て

響，の釜親潔繧一般住民

3464・・51244i442h

、68t、9．6i68、2．3げ4。6

も00135．0122540．8L38．6
2312．7：、52．71、3．3

・928＿・929年度1

の法律学生1

二
六
　
　
　
　
（
一
二
二
二
）

ゴ31：1

＿1．
　　　

100・Ol　100・0

実数『％　1実数1
34640．51244
　　　　　　　1
　　　1
　　　F　　　I
168　1　19．6－　　68

も00135．d225
2312．71・5

　　　F
　　l　I　O．1　－

　1812．1　＿

社会層

上
下
員
他
上
下
し

　
務

　
公
の
　
　
な

の
の
級
の
の
載

　
上
そ

中
上
　
　
下
下
記

8561・・…1552

第八表

下
の
上
（
○
び
段
①
q
旨
段
ω
9
8
窪
）
・
熟
練
労
働
者
、

専
門
職
の
労
働
者
、
職
人
。

高裁裁判官
（、56）親1妻25籍

「
父

　
　
　

翫
翫

ワ
臼
　
7

128・7

r71．3

　　19．4

／27・5

46．9

4．7

5．6

1．8

5．6

　　　17．7

21．7

13．8

4。7

0．9

　　　41．1

｝27・・

　　5．2

｝…2

　　1．5

44．0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
9
山
3
。
8
。
乳

　
2

大学卒業老　　　　　　　　30ユ

非大学卒菜老　　　　　　　66．0

記載なし　　　　　　3。9

裁判官と検察官　　　7・1

その他の法律職　　　4・9

公務員でない法曹　　2．9

その池の法律職　　10・2

　法律職合計　　　　　　　25．1

上級公務員　　　　24．1

中級上公務員　　　　19．6

中級公務員　　　　　5．8

初級公務員　　　　　0．9

　公務員総計　　　　　　　50・4

企業家　　　　　　　2．7

独立の径営者　　　　17・7

農　業　　　　　　　4．8

支配人　　　　　　　9．9

矛の帥の勒あ人　　　5．5

　
　
　
　
人

　
者
　
　
め

　
営
　
　
勤

　
径
　
　
の

家
の
業
人
他
者
済

業
立

企
独
農
支
そ
労

1　労働者

　　経済関係者合計

2．8

　　38。4

2．7

　　49．1

下
の
下
（
q
旨
曾
Φ
q
葺
貧
8
窪
。
窪
）
・
養
成
中
の
労
働
者
、
未
熟
練
労
働
者
、
個
人
企
業
の
労
働
者
、
農
業
・
林
業
の
従
業
者
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

リ
ヒ
タ
ー
の
一
九
六
〇
年
の
調
査
か
ら
、
高
裁
裁
判
官
の
父
親
及
び
妻
の
父
親
の
階
層
を
表
示
す
る
と
、
第
七
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
78）

こ
れ
を
さ
ら
に
、
細
か
い
職
種
な
ど
に
分
析
す
る
と
、
第
八
表
の
よ
う
な
状
況
が
分
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
79）

一
九
六
八
年
に
公
刊
さ
れ
た
リ
ヒ
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、
右
の
分
析
は
、
第
九
表
の
よ
う
に
な
る
。



　
第
七
表
と
第
九
表
と
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
問
に
、
殆
ん
ど
大
き
な
差
異
は
な
く
、
ご
く
わ
ず
か
、
比
較
的
上
層
の
出
身
者
の
数
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

　
い
さ
さ
か
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
第
八
表
と
同
じ
よ
う
な
分
析
を
試
み
た
リ
ヒ
タ
ー
の
一
九
六
八
年
の
調
査
結
果
を
示
め
す
と
第
一
〇
表
の
よ
う

に
な
る
。

第
一
〇
表
で
は
、
教
職
に
あ
る
者
を
特
に
と
り
出
し
て
分
析
し
て
あ
る
点
が
目
新
ら
し
い
。
興
味
の
あ
る
の
は
、
妻
の
父
親
の
職
業
に
お
い
て
、

　
　
　
・
　
　
，
ト
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
が
、

第九表

社会階層　裁判官』般職石識
　　　　　　　冬劃塾父艶思墾魑
中の上　　　　　　45．6　45．6　　4，6　　　70．5

中の下

　上級公務員　　　17・1　　13・7

　その他　　　　　　　　　28．2　　　　35．1　　　　　　38．6　　　　　　　26．6

　　中の下合計　　45．3　48．8

下の上　　　　　　　4。8　　5．3　13．3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．8下の下　　　　　　　0．9　　0．3　38．6

記載なし　　　　　　3．4　　　－　　 4．9

　　　　　　　　100．0　100．0　100．0　　　100。0

西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て

214

　　100．0　　　100．0　　　100．0

2，062　　　　　　676　　3．385　　　　　　　　　　　　　　　　Z，U6Z

』

676 3，38D

第
一
〇
表
に
示
め
す
と
こ
ろ
と
比
べ
て
、
第
八
表
で
は
、

経
済
関
係
者
の
占
め
る
割
合
が
高
か
つ
た
点
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
間
の
数
年
に
、
法
律
職
、
公
務
員
の
子
弟
の
間
で
の
結
婚
が
上
昇
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
を
綜
合
す
る
と
、
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
は
、
都
市
出
身
者
で
あ
り
、
出
生
地

に
近
い
と
こ
ろ
に
住
み
、
比
較
的
恵
ま
れ
た
社
会
階
層
の
出
身
者
に
よ
り
占
め
ら
れ

て
居
り
、
そ
の
配
偶
者
も
、
一
般
住
民
の
属
す
る
階
層
よ
り
も
高
い
社
会
的
地
位
の

出
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
は
、
一
九
五
九
年
の
調
査
の
結

果
、
高
等
裁
判
所
の
裁
判
官
の
特
性
を
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
、

　
「
裁
判
官
又
は
検
察
官
の
息
子
で
、
大
都
市
出
身
の
者
は
、
近
く
の
大
学
都
市
で

の
勉
学
の
後
に
、
大
学
出
身
者
又
は
大
企
業
の
管
理
職
の
者
の
子
女
と
結
婚
を
す

（
8
1
）

る
」
と
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
（
三
二
三
）



第　一　〇　表

職業グループ　総
裁　判　官　の　父　親

　数1部分グルー フ 総数部分グループ
　妻　　の　　父　　親

男 女 男 女

2，062 636 56 676

大学卒業者

非大学卒業者

不記載

30．1

66．5

3．4

27，7

72．3

46．4

53．6

25．9

74，1

法律職
　裁判官・検察官

　法律職公務員

　非　〃　〃

6．3

4．4

3。7

127

5．8

4．9

3．4

140

8．9

1．8

9．0

90

3．0

3．0

2．1

89

　　1277

24．3

75。7r

　－　
　　　

1・8

3・2

1．8
　　
90

　14

05，7

64，3

7．1

7．1

その他の法律職 1z．1 14．0 9．o 8．9 　　9。り
　　　　「
　　　　一　　　　　　　　　　　　　

法律職合計 27．1 28．二 28．7 17．0
　　15。8 　14．2
　　
　　　　　＿一

公務員
上級公務員 20．9 21．7 33．9 14．6 15．2 　14．2

上級の下〃 17．1 18．7 12．5 13．7 16．61　7．1

中級　〃 5．6 7．4
『

5．2 6．1「　　一

初級　〃 0．8 1．0
一

0．9 1．11　＿
　　1一　　　　　』　 ＿　　　　　 　　　　一

公務員合計 44．4 48．8 46．4 34．4 　　セ39。O　 　21．3
　　一　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　一　　
　　　⇒　　　一　　　　　　一　　　一

教育職
　小学・中学教師 5．8 5．9 5．4 5．6

　　
5．81　　7．1

　　
高校教師 4．6 5．9 14．3 3．7 4．3 　　一

　　
大学教師 0．6 0．6 1．8 0．9 1・11　一

教育職合計 11．0 12．4 21．5 10．2 11．2 　7．1
　　

経済関係者
　　企業者 7．7 9．4 9．0 10．5

　　
　　14．1t　28．6
　　

管理職 8．2 6．6 7．1 9．1 5．41　21．4
　　

その他の支配人 6．3 6．3 5．4 10．2 8．7　　　－
　　1

農　業 2．4 2．7 3．6 4．1 6．5 　　一

その他の傭人 6．9 8．0 5．4 5．8 6．51　　7。1
　　1

経済関係者合計 31．5 33．0 30．5 39．7
　　
41．21　57．1
　　

西
ド
イ
ッ
の
浅
判
官
研
究
に
つ
い
て

八

（
三
二
四
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舩
）

裁
判
官
の
社
会
的
な
移
動
が
極
め
て
少
な
い
（
馨
震
ぎ
の
畠
芭
①
ざ
旨
一
。
匹
葺
鋒
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
社
会
の
上
層
に
属
す
る
者
の
子
弟
は
、
当

然
に
、
有
利
な
ス
タ
ー
ト
の
条
件
を
も
つ
故
に
、
裁
判
官
の
社
会
的
な
出
身
条
件
は
、
一
般
の
民
衆
の
社
会
的
な
平
均
に
は
相
応
し
う
る
も
の
と

期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
の
階
層
の
者
が
よ
り
多
く
関
与
す
る
な
ら
ば
、
裁
判
官
の
社
会
的
価
値
観
念
に
影
響
が
な
い
筈
は
な
い
の
で
あ

（
83
）

る
が
、
多
く
の
デ
ー
タ
ー
が
示
す
よ
う
に
、
階
層
間
の
移
動
は
極
め
て
少
な
い
の
で
あ
る
。

　
だ
と
す
る
と
、
か
つ
て
、
多
く
の
人
々
に
ょ
つ
て
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
「
階
級
裁
判
（
困
器
ω
窪
冨
言
）
」
、
つ
ま
り
、
被
支
配
者
だ
け
に
妥
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
84
）

し
、
支
配
者
に
は
妥
当
し
な
い
法
を
仔
領
主
の
委
任
を
受
け
て
”
判
決
す
る
と
い
う
か
つ
て
の
厚
階
級
裁
判
”
の
精
神
に
と
じ
こ
も
り
、
「
支
配

階
層
の
利
益
と
イ
デ
オ
β
ギ
ー
に
よ
り
一
面
的
に
影
響
さ
れ
、
従
つ
て
、
法
律
を
形
式
的
に
適
用
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
抑
圧
さ
れ
た
階
級
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
85
）

司
法
の
操
作
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
る
」
と
い
う
批
判
に
さ
ら
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
階
級
と
い
う
言
葉
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
避
け
る
と
す
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
所
属
す
る
階
層
の
価
値
意
識
の
制
約
を
免

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
そ
う
だ
と
す
る
と
、
民
事
事
件
を
裁
判
す
る
場
合
に
、
非
都
市
型
の
地
域
住
民
の
生
活
感
情
を
う
ま
く
く
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
刑
事

事
件
の
場
合
に
、
犯
罪
人
の
圧
倒
的
多
く
の
者
の
出
身
階
層
で
あ
る
下
層
階
層
の
生
活
意
識
に
か
な
つ
た
判
断
が
下
せ
る
か
と
い
つ
た
疑
問
が
生

じ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
86
）

　
勿
論
、
こ
の
間
題
は
、
行
政
官
僚
の
社
会
階
層
と
か
、
法
意
識
と
の
比
較
に
よ
り
、
さ
ら
に
明
ら
か
と
な
つ
て
く
る
筈
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
87
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
88
）

　
裁
判
官
の
階
層
意
識
が
、
裁
判
結
果
に
ど
の
よ
う
な
形
で
反
映
す
る
の
か
。
裁
判
官
の
行
動
に
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
現
わ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
89
）

西
ド
イ
ッ
の
法
律
家
と
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
と
で
は
、
な
ん
ら
か
の
差
異
が
あ
る
の
か
な
ど
、
多
く
の
間
題
が
派
生
す
る
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
、
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
の
法
社
会
学
的
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
の
基

礎
的
な
事
実
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
本
稿
の
役
割
は
終
つ
た
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
（
三
二
五
）



　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
我
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
（
三
二
六
）

（
鉤
）
　
国
一
〇
げ
3
吋
警
”
二
の
二
ぎ
U
Φ
¢
3
0
び
Φ
勾
一
〇
げ
富
壁
N
①
一
け
瓢
昌
堕
］
◎
刈
一
●
9
一
お
に
よ
る
。

（
3
6
）
　
》
ロ
著
巴
房
げ
宣
F
お
碧
燈
9
鵠
9
引
用
は
、
則
g。
冒
①
さ
国
ぎ
疑
ぼ
，
毎
頻
も
P
怠
r
つり
』
O
．
」
よ
つ
た
っ

（
3
7
）
　
寓
薗
＝
（
一
げ
q
o
一
一
α
①
『
｝
ロ
ω
自
N
一
㊤
刈
蒔
一
∪
一
①
ロ
リ
『
助
閃
①
吋
仁
一
一
α
　
○
賊
伊
q
即
昌
①
（
一
Φ
構
　
一
，
o
o
一
洋
詔
）
戦
o
c
一
器
＝
（
一
〇
嵩
○
①
！
く
簿
犀
一
φ
〔
一
〇
一
。
】
W
二
⇒
亀
¢
の
謄
の
O
口
げ
一
一
ド
U
①
＝
け
の
o
ぴ
一
簿
ご
山
’
一
■
P

　
茜
‘
這
漣
に
よ
つ
た
。
も
つ
と
も
、
此
の
数
字
の
中
に
は
、
連
邦
及
び
州
の
司
法
省
に
所
属
し
て
い
る
裁
判
官
、
検
察
官
の
数
も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
司
法
実
務
に
つ
い
て
い

　
る
者
の
数
は
、
も
つ
と
少
な
い
。

（
認
）
U
窪
a
9
Φ
困
9
＄
震
鉱
葺
昌
騨
6
謹
一
ω
」
お
の
表
の
一
部
で
あ
る
。

（
3
9
）
一
匡
9
00
」
§
原
文
に
は
、
一
、
三
四
一
人
と
あ
る
が
訂
正
し
た
。

（
4
0
）
注
鐙
と
同
頁
。
な
お
、
一
九
六
三
年
か
ら
幽
九
九
三
年
ま
で
の
裁
判
官
数
の
趨
勢
を
予
測
す
る
興
味
あ
る
デ
ー
タ
ー
は
、
頃
段
ヨ
き
昌
0
8
冨
℃
N
仁
B
≧
一
Φ
お
貰
守
弩
α
醇

星
9
8
び
U
窪
冨
9
①
匹
9
8
嵩
巴
葺
旨
㎎
矯
ご
霧
●
ω
・
㌣
旨
に
あ
る
。

（（（（（（（（（（（（（（（（（（58　57　56　55　54　53　52　51　50　49　48　47　46　45　44　43　42　41

））））））））））））））））））
属
”
コ
亀
げ
一
』
O
げ
（
一
①
『

一
び
一
α
噸
ω
．
］
■
①
ー
N
①
．

一
ご
一
α
℃
ω
，
N
①
T
ω
O
’

一
σ
一
α
噂
Qり
9
戯
一
ー
轟
O
●

一
ご
一
α
層
ω
．
轟
①
ー
①
○
。

凶
σ
凶
山
一
ω
。
①
O
L
①
O
。

一
げ
一
α
｝
ω
。
刈
一
ー
oQ
O
。

一
σ
一
畠
、
ω
●
Qo
一
I
Q

Q
Q
Q
6

一
げ
一
α
一
ω
。
認
I
O
一
●

一
σ
一
（
一
り
ω
●
O
鱒
1
一
〇
〇
D

凶
σ
一
α
讐
ω
。
一
］
⇔
ー
一
』
9

一
げ
一
儀
一
ω
●
一
一
■
ω
1
旨
ω
●

一
げ
一
α
矯
ω
D
一
器
丁
一
N
㊤
●

一
げ
一
α
噸
ω
。
一
苓
］
■
藤
鱒
。

一
σ
一
α
、
Qo
●
一
“
N
ー
一
①
○
。

一
び
一
α
一
ω
・
一
①
O
I
一
刈
“
．

一
げ
一
山
℃
ω
●
一
柏
㎝
1
一
Qo
一
●

一
ぴ
一
儀
り
ω
。
一
〇〇
一
1
一
〇Q
刈
●

『
仁
ω
斤
一
N
｝
一
〇
『
騨
。
qo
●
一
諏
●



（
5
9
）
一
び
一
阜
ψ
一
〇。
o。
－
一
箪

（
6
0
）
一
三
倉
oo
」
8
面
O
（
y

（
6
1
）
　
ド
イ
ッ
の
各
州
の
人
口
と
高
裁
と
の
閏
係
は
、
叛
の
通
り
で
あ
る
（
『
九
七
四
軍
）
。
バ
ー
ギ
、
・
ニ
ュ
ル
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
州
（
ヵ
ー
ル
ス
ル
！
二
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
）

　
九
、
一
五
四
、
一
五
二
人
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
（
バ
ン
ベ
ル
ク
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
）
一
C
、
五
四
八
、
六
〇
九
人
、
ベ
ル
リ
ン
ニ
、
〇
五
〇
、
〇
一
…
人
、
ブ
レ
ー

　
メ
ン
、
七
三
三
、
二
二
九
人
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
一
、
七
五
四
、
六
〇
七
人
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）
七
、
一
八
O
、
五
〇
〇
人
、
二
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
（
ブ
ラ
ウ
ン
シ

　
ュ
ワ
イ
ク
、
ツ
ェ
レ
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
）
七
、
一
八
○
、
五
〇
〇
人
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
（
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
ハ
ム
、
ケ
ル
ン
）
一
七
、
一
二
六
、

　
三
〇
六
人
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
（
コ
プ
レ
ン
ツ
、
ツ
バ
イ
ブ
ル
ッ
ケ
ン
）
三
、
六
九
八
、
二
九
一
人
、
ザ
ー
ル
州
（
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
）
一
、
一
一
四
、
四
五
三

　
人
、
シ
ュ
レ
ズ
ウ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
（
シ
ュ
レ
ズ
ウ
ィ
ヒ
）
二
、
四
九
四
、
一
〇
四
人
。

（
6
2
）
　
≦
●
田
魯
＄
さ
8
．
9
£
韻
讐
一
ビ
茜
霞
冒
鐸
げ
8
F
一
〇
9
・
ω
・
認
一
に
よ
る
と
、
｛
九
五
九
年
一
月
一
日
現
在
、
三
、
五
〇
二
人
の
裁
判
官
の
う
ち
、
通
常
裁
判
所
に

　
勤
務
し
て
い
る
九
二
八
五
人
の
裁
判
官
の
な
か
で
、
高
裁
に
所
属
す
る
裁
判
官
に
あ
て
た
調
査
に
対
し
て
一
九
五
九
年
一
月
一
日
ま
で
に
解
答
の
あ
つ
た
八
五
六
人
を
対
象
と
し
た
。

　
但
し
、
原
文
に
は
、
八
六
九
人
と
あ
る
。

　　 　　 ノヘ　 　　 　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　
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圃
o
び
o
一
〇
胤
9
一
瞬

（
7
7
）

》
名
曽
凶
器
ぴ
U
震
匹
o
耳
Φ
さ
一
3
P
oo
。
一
総
。

譲
。
閃
一
9
＄
ぴ
o
や
9
r
ψ
認
鯉
第
一
表
に
ょ
る
。

一
三
鼻
ω
9
謹
P

一
ぴ
一
9
ψ
思
●
第
二
表
に
よ
る
。

蕎
阜
ω
．
漣
9
な
お
、
≦
匹
g
醇
｝
8
■
魯
4
曽
N
国
Φ
q
Φ
葺
§
瞬
し
。
鐸
ω
●
b
。
ゼ

≦
●
幻
一
魯
3
ぴ
○
層
9
f
閏
四
箏
げ
q
増
瞬
霞
冒
ぼ
ぴ
募
F
ご
8
’
ψ
轄
●
第
一
二
表
に
よ
る
。

≦
■
男
一
9
＄
5
N
ξ
o。
o
N
一
〇
一
〇
ひ
q
一
ω
o
げ
窪
ω
け
歪
閃
ε
ぴ
一
婁
。
ω
．
吟

一
げ
一
“
ψ
Oo
●
第
三
表
の
一
部
に
よ
る
。

ぎ
一
“
ω
●
9

一
寓
鼻
ψ
㎝
賄
、

一
ぴ
箆
矯
ψ
9
第
三
表
の
一
部
に
よ
る
。

ま
崔
噛
ω
。
ρ

い
国
8
の
“
O
マ
9
掌
U
段
切
賃
ロ
山
の
ω
ユ
O
げ
S
ぴ
6
①
9
ω
。
O
O
の
実
に
よ
る
。

竃
o
貸
δ
冒
き
＆
貫
ω
o
獣
巴
①
Qo
o
露
9
9
凝
一
』
＆
罵
o
ご
…
［
暮
ぎ
毛
①
の
巳
。
葺
鴇
匡
弩
9

　
　
　
　
　
。
ド
P
這
鵠
●
9
一
糞

国
一
9
＄
び
O
マ
9
f
頃
餌
ヨ
げ
9
壁
磯
R
冒
ξ
げ
丙
F
9
圏
8
第
四
表
に
よ
る
。

西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て

丙
α
ぎ
Φ
吋
N
Φ
津
ω
o
げ
ユ
津
眺
旨
ω
o
風
○
一
〇
ひ
q
一
ゆ
＝
づ
α
ω
o
恩
四
一
・

ゴ
ニ

（
三
二
七
）



　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て

（
78
）
ま
芦
9
暴
。
第
五
表
に
よ
る
。

（
四
）
匹
畠
器
き
N
ξ
ω
O
巳
9
0
笹
の
魯
曾
ω
賃
信
犀
窪
び
OO
●
旨
第
四
表
の
一
部
に
よ
る
。

（
8
0
）
　
ま
一
♀
¢
這
第
九
表
の
一
部
に
よ
る
。

（
8
1
）
　
U
”
年
8
儀
o
風
一
〇
℃
．
9
け
こ
閏
斡
ヨ
げ
仁
茜
震
冒
ぼ
ぴ
q
o
F
ω
。
碧
・

（
舩
）
　
一
寓
9
ω
●
態
●

（
83
）
　
即
一
〇
窪
Φ
さ
N
q
『
の
o
巴
〇
一
〇
ひ
q
一
の
o
ゲ
Φ
p
ω
貸
¢
犀
ε
さ
お
爵
．
の
。
一
ド

（
雛
）
雑
誌
シ
ュ
テ
ル
ン
の
記
事
「
ド
イ
ッ
　
そ
の
裁
判
官
』
に
よ
る
。
ω
8
旨
乞
き
屋
・
匡
弩
N
一
零
ド
ψ
oo
騨

（
8
5
）
国
ヨ
の
け
零
器
爵
♀
N
ξ
ω
o
N
一
〇
一
〇
閃
一
Φ
α
段
困
霧
の
Φ
三
ま
鉱
N
℃
一
ロ
”
国
5
㌍
器
爵
9
N
ξ
ω
o
N
一
〇
一
〇
笹
①
α
9

く
R
♂
器
仁
昌
⑳
の
犀
ユ
の
Φ
る
ω
一
1
も

o
P
o

o
。
魔
。

（
総
）
　
名
●
N
”
風
｝
o
P
9
一
‘
∪
一
①
＜
輿
≦
巴
叶
魯
α
震
竃
8
馨
。

（
留
）
閤
、
∪
．
○
署
ー
和
勺
Φ
8
寄
旨
も
p
9
貯
‘
崔
8
一
〇
喰
Φ
q
昌
儀
閃
帥
耳
聲
ぼ
α
段
幻
g
窪
ω
鷺
Φ
o
言
ロ
の
レ
S
ピ

（
銘
）
国
●
閃
o
け
二
Φ
葺
竃
き
o
p
9
什
‘
霊
魯
件
①
二
一
魯
Φ
の
閏
き
岱
①
一
p
H
零
ω
。

（
8
9
）
　
≦
．
9
≦
o
網
声
＝
o
F
o
℃
●
o
一
『
｝
N
仁
ヨ
O
Φ
ω
Φ
一
一
の
o
ぽ
鉱
＄
げ
一
匡
α
o
ω
甘
ユ
¢
8
p
一
零
9

三
二

（
三
二
八
）

遷
器
ω
①
三
ロ
ω
江
N
信
旨
α
》
鼠
ω
緯
N
①
N
畦

五
　
む
　
す
　
び

　
西
ド
イ
ッ
の
犯
罪
学
の
文
献
、
殊
に
、
若
い
世
代
に
属
す
る
犯
罪
学
者
の
手
に
よ
つ
て
編
集
さ
れ
た
雑
誌
“
犯
罪
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
”
を
読
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
90
）
　
　
へ
咀
）
　
　
（
㎎
）

と
、
セ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
仮
説
が
主
張
さ
れ
、
警
察
・
検
察
・
裁
判
の
諸
過
程
に
お
け
る
「
制
裁
・
処
遇
の
選
択
」
の
特
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

性
の
分
析
を
多
く
の
者
が
試
み
て
い
る
例
に
ぶ
つ
か
る
。

　
法
執
行
者
、
法
適
用
者
が
、
法
規
を
現
実
に
生
起
し
た
事
件
に
あ
て
は
め
、
解
決
を
は
か
る
に
当
つ
て
、
そ
の
判
断
者
が
属
す
る
階
層
の
法
意

識
、
価
値
判
断
に
依
拠
し
た
選
択
を
行
な
う
と
い
う
の
が
、
そ
の
根
本
的
な
発
想
で
あ
る
。

　
従
来
、
犯
罪
学
や
刑
事
政
策
学
は
、
犯
罪
原
因
の
認
識
、
そ
れ
に
対
処
す
る
法
制
度
の
運
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
「
具
体
的
」
に
事
案
に
即

し
た
考
慮
を
行
な
つ
て
い
た
よ
う
で
い
て
、
そ
の
実
は
、
ま
だ
抽
象
的
な
思
考
レ
ベ
ル
の
段
階
に
と
ど
ま
つ
て
い
た
き
ら
い
が
な
き
に
し
も
あ
ら



ず
で
あ
つ
た
。

　
犯
罪
や
少
年
非
行
を
考
え
る
場
合
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
セ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
考
え
方
に
も
つ
と
注
目
を
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
警
察
の
手
で
行
な
わ
れ
る
捜
査
、
そ
の
前
段
階
で
あ
る
パ
ト
・
ー
ル
や
職
務
質
問
な
ど
の
際
に
、
そ
の
活
動
が
な
さ
れ
る
地
域
の
特
性
（
山
の
手

の
住
宅
地
と
下
町
や
ス
ラ
ム
街
）
に
よ
つ
て
、
相
手
に
対
す
る
接
触
の
態
度
・
方
法
に
差
異
は
な
い
か
。
微
罪
処
分
を
行
な
う
に
当
つ
て
、
被
疑
者
の

階
層
に
よ
り
、
異
な
つ
た
扱
い
方
が
な
さ
れ
て
い
は
し
な
い
か
。

　
検
察
官
の
行
な
う
起
訴
猶
予
の
判
断
に
お
い
て
、
被
疑
者
の
所
属
階
層
、
職
業
や
教
養
程
度
に
よ
り
、
解
決
の
方
法
に
大
き
な
差
が
あ
り
は
し

な
い
か
。

　
裁
判
官
の
執
行
猶
予
の
選
択
に
お
い
て
、
同
じ
よ
う
な
選
択
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
少
年
事
件
の
社
会
内
処
遇
の
選
択
も
、
家
庭
の
保

護
環
境
の
配
慮
と
い
う
形
で
、
階
層
に
よ
る
格
差
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

　
現
在
の
世
界
の
刑
事
政
策
の
潮
流
は
、
出
来
る
だ
け
、
犯
罪
者
に
烙
印
を
捺
さ
ず
に
す
ま
せ
る
た
め
、
可
能
な
限
り
、
施
設
処
遇
を
回
避
し
よ

う
と
す
る
傾
向
が
強
く
で
て
い
る
。

　
刑
事
政
策
の
担
い
手
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
の
階
層
、
帰
属
す
る
階
層
の
価
値
意
識
に
依
拠
し
な
が
ら
、
各
人
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
裁
量
の

枠
の
中
で
、
選
択
を
行
な
つ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
階
層
意
識
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。

　
法
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
法
の
担
い
手
の
は
た
す
役
割
は
、
国
に
よ
つ
て
異
な
る
。
西
ド
イ
ッ
で
、
極
め
て
多
く
の
論
者
が
、
警
察
官
と
裁
判

官
の
活
動
に
注
目
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
検
察
官
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
調
査
・
分
析
が
遅
れ
て
い
る
の
は
、
司
法
の
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
そ
の
役
割
が
、
二
次
的
だ
か
ら
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
わ
が
国
で
は
、
大
幅
に
裁
量
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
検
察
官
は
、
刑
事
政
策
の
担
い
手
、
そ
の
主
た
る
担
い
手
と
し
て
、
諸
外
国
に

　
　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
（
三
二
九
V
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テ
ィ
ブ
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サ
ン
ク
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ョ
ン
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説
を
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に
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い
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他
国
に
比
し
て
大
き
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
と
も
か
く
、
今
後
、
私
達
は
、
法
の
担
い
手
の
行
動
に
対
し
て
、
地
道
か
つ
着
実
に
、
科
学
の
メ
ス
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
の
階
層
構
造
に
つ
い
て
、
多
く
の
論
者
が
研
究
し
、
発
言
を
し
て
い
る
事
実
を
紹
介
し
た
の
も
、
今
後
の
犯
罪
学
・
刑
事

政
策
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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ω
」
O
お
排
こ
の
論
文
の
標
題
に
も
示
め
さ
れ
て
い
る
通
り
、
わ
が
国
の
検
祭
官
の
活
動
の
広
範
さ
に
対
す
る
驚
き
が
、
こ
の
論
文
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。
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